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浜のおかあさん

レシピ

ひやま漁協

工藤　洋子さん

秋鮭は水気を軽く拭き取り、身に切り込みを入れ、
軽く塩・コショウを振って下味をつける。
スライスチーズをそれぞれ半分に切り、切り込み
を入れた鮭に挟む。小麦粉を薄くまぶして溶き卵
にくぐらせてからパン粉をつける。
180度に熱した油に入れ、下に向けた面がきつね
色になったらひっくりかえし、こんがり揚げる。揚
がった秋鮭フライの油をしっかりと切る。
ロールパンにサニーレタスを敷いて、秋鮭フライ
を挟む。
調味料を混ぜ、④につけて完成。

❶

❷

❸

❹

❺

・秋鮭の切り身・・・４切れ
・スライスチーズ・・・４枚
・卵・・・１個
・小麦粉・・・１カップ
・パン粉・・・２カップ
・塩・コショウ・・・適量

・サラダ油（揚げ油）・・・適量
・ロールパン・・・４個
・サニーレタス・・・２枚
〈調味料〉
・マヨネーズ・・・大さじ４
・わさびマヨネーズ・・・大さじ２
・塩・コショウ・・・少々

秋鮭のロールパン
春の行楽弁当にもぴったり！

今回は秋鮭を使った「秋鮭のロールパン」をご紹介

します。切り込みを入れた秋鮭にスライスチーズを

挟んで揚げた、ボリューム満点の一品です。揚げたて

の鮭からトロトロのチーズがあふれ出すこのフライ

は、子ども達にも大人気。また、ロールパンに挟むの

で食べやすく、行楽のお弁当にもぴったりですよ。

材料（4人分）

作り方
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幌
市
中
央
区
の
商
業
施
設
「
大
通
ビ
ッ
セ
」
の
地
下
歩
行
空
間

に
お
い
て
、３
月
29
日（
金
）か
ら
10
日
間
、「
第
２
回
知
床
羅
臼

フ
ェ
ア
in
大
通
ビ
ッ
セ
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、昨
年
の
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て

１
ヶ
月
間
開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
知
床
羅
臼
フ
ェ
ア
」
の
第
２
弾
。
同

実
行
委
員
会
の
菅
原
史
大
会
長
（
羅
臼
漁
協
青
年
部
長
）
は
、「
青
年

部
、
女
性
部
、
各
部
会
、
漁
協
の
協
力
で
第
２
回
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
羅
臼
で
獲
れ
る
魚
の
良
さ
や
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を

直
接
お
客
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。」
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
羅
臼
の
雄
大
な
自
然
を
写
真
パ
ネ
ル

で
紹
介
す
る
観
光
コ
ー
ナ
ー
。
そ
の
隣
で
行
わ
れ
た
羅
臼
直
送
販
売
会

で
は
、
前
回
好
評
だ
っ
た
羅
臼
ブ
ラ
ン
ド
の
鮭
と
ば
や
昆
布
製
品
、
女

性
部
手
作
り
の
エ
コ
石
鹸
に
加
え
て
、
漁
協
直
売
店
「
海
鮮
工
房
」
の

全
面
協
力
に
よ
り
、
ほ
っ
け
の
開
き
や
う
に
の
塩
水
パ
ッ
ク
、
い
か
の

一
夜
干
し
な
ど
冷
蔵
・
冷
凍

品
が
充
実
し
ま
し
た
。
ま
た
、

羅
臼
昆
布
を
使
っ
た
昆
布
茶

の
試
飲
を
行
い
な
が
ら
、

「
羅
臼
昆
布
は
、
だ
し
を
取

る
だ
け
で
な
く
、
特
に
養
殖

昆
布
は
食
べ
る
と
柔
ら
か
く

甘
み
が
あ
っ
て
お
い
し
い
で

す
よ
。」
と
Ｐ
Ｒ
。
話
を
聞

い
て
乾
燥
し
た
昆
布
を
原
藻

で
買
っ
て
い
く
お
客
さ
ん
も

見
ら
れ
、
売
り
場
は
連
日
、

多
く
の
市
民
や
観
光
客
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

第２回 知床羅臼フェア
ｉｎ 大通ビッセ

浜の

元気印！

札
平日の昼も多くのお客さんで賑わう物販コーナー

原藻の羅臼昆布を見せながらPRしました。

ふ
み 

ひ
ろ

1　|

第２回 知床羅臼フェア ｉｎ 大通ビッセ
浜の元気印！
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西網走漁協／山本　剛史さんご家族です。

見開き.indd   2-3 13/04/30   10:04



特集 平成25年度ぎょれん事業計画 －後編－

ぎょれん  西副会長

平成25年度ぎょれん事業計画
                          －後編－

 

１
．
秋
鮭

販
売
事
業
・
品
目
別
対
策
に
つ
い
て

　
世
界
の
鮭
鱒
生
産
量
は

３
０
０
万
ト
ン
を
超
え
る

規
模
と
な
る
な
か
、
近
年
、

道
産
秋
鮭
の
水
揚
げ
は
減

少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
流
通
面
に
お
い
て
は
、

平
成
24
年
度
は
、
競
合
す

る
チ
リ
産
銀
鮭
の
大
量
搬
入
に
よ
り
、国
内
鮭
鱒
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
混
乱
し
、
秋
鮭
の
市
況
低
迷
を
強
い
ら
れ

た
ほ
か
、
輸
出
環
境
も
急
変
し
、
中
国
向
け
輸
出
も

大
き
く
減
少
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
環
境
に
お
い
て
は
、
本
年
度
も
、
関
係

会
員
と
一
体
と
な
っ
た
流
通
対
策
事
業
の
継
続
と
強

化
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
国
内
外
の
動
向
を
的
確

に
掌
握
し
た
中
で
安
定
し
た
消
流
確
保
に
全
力
を
投

入
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
親
対
策

【
国
内
】

　
　
輸
入
鮭
鱒
と
の
競
合
に
よ
り
奪
わ
れ
た
秋
鮭
製

品
の
売
り
場
回
復
に
向
け
た
消
費
拡
大
対
策
の
推

進①
全
国
規
模
で
の
販
促
活
動
強
化
に
よ
る
、
親
製

品
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

②
消
費
者
ニ
ー
ズ
へ
対
応
し
た
骨
取
製
品
の
増
産

（
海
外
加
工
含
む
）

③
簡
便
調
理
商
品
の
開
発

　（
レ
ン
ジ
、
フ
ラ
イ
パ
ン
調
理
等
）

【
輸
出
】

　
　
欧
州
不
況
の
影
響
や
円
高
等
に
よ
っ
て
減
退
し

た
中
国
向
け
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
再
構
築
と
新
た
な
販

路
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

①
中
国
向
け
原
料
輸
出
の
再
構
築
（
青
島
・
大
連
）

②
中
国
以
外
の
原
料
販
売
先
・
委
託
加
工
先
の
開

拓
（
ベ
ト
ナ
ム
等
）

③
欧
米
輸
出
に
向
け
た
市
場
調
査
の
実
施

（
2
）
魚
卵
対
策

　
　
製
品
高
で
消
費
が
減
退
傾
向
に
あ
る
魚
卵
の
消

流
安
定
に
向
け
た
取
り
組
み

①
国
内
の
安
定
流
通
に
向
け
た
年
間
を
通
し
た
販

促
の
継
続

②
海
外
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
に
対
す
る
供
給
等
製

品
輸
出
の
推
進

　
本
道
の
ほ
た
て
漁
業
は
、

近
年
、環
境
変
化（
高
水
温
・

餌
不
足
・
有
害
生
物
の
付

着
）に
よ
っ
て
、成
長
不
良
・

低
歩
留
な
ど
水
揚
げ
の
不

安
定
化
が
顕
在
化
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
流
通
面
に
お
い
て
は
、
国
内
景
気
の
低
迷

に
よ
り
消
費
者
の
購
買
力
は
減
退
傾
向
に
あ
り
、
輸

出
に
つ
い
て
も
円
安
基
調
と
な
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
関
係
行
政
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
安
定
的
な
生
産
体
制
の
構
築
に
向
け
た
取

り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
輸
出
基
盤
整
備
を
更

に
進
め
、
消
費
の
安
定
確
保
と
在
庫
調
整
機
能
と
し

て
の
輸
出
拡
大
策
の
継
続
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
生
産
の
安
定

　
　 

化
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　
貝
の
小
型
化
に
対
応
し
た
重
点
的
な
調
査
研
究

の
推
進

【
北
海
道
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
と
し
て
の
重
点

  

取
り
組
み
事
業
】

①
ホ
タ
テ
ガ
イ
成
長
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

②
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
ホ
タ
テ
ガ
イ
外
海
採
苗
安
定
調

査
お
よ
び
浮
遊
幼
生
自
動
解
析
技
術
開
発

③
貝
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
よ
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
毒
化

実
態
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
試
験

（
2
）
安
定
消
流
可
能
な
原
貝
価
格
形
成
へ
の
取

　
　  

り
組
み

①
原
貝
値
決
め
時
の
製
品
指
標
価
格
の
提
示

②
流
通
対
策
の
実
施
に
よ
る
円
滑
な
消
流
の
確
保

と
原
貝
価
格
の
維
持

③
サ
イ
ズ
組
成
に
即
し
た
内
販
・
輸
出
販
売
戦
略

の
強
化

（
3
）
消
流
安
定
化
に
向
け
た
流
通
対
策
の
強
化

①
国
内
流
通
対
策

ア
．
末
端
実
需
を
見
据
え
た
サ
イ
ズ
別
販
売
戦
略

の
推
進

イ
．
本
会
直
営
工
場
の
生
産
機
能
を
活
用
し
た
新

商
品
開
発
及
び
販
路
開
拓
の
促
進

ウ
．
コ
ン
ビ
ニ
等
へ
の
販
路
開
拓
に
よ
る
乾
貝
柱

の
国
内
シ
ェ
ア
拡
大

②
輸
出
促
進
対
策

ア
．
早
期
に
相
場
形
成
に
よ
る
玉
冷
の
対
米
輸
出
拡
大

　先月号から２回にわたり、ぎょれんの平成２５年
度事業計画をご紹介しています。今月は、秋鮭・
ほたて・昆布の品目別対策、購買事業等の計画に
ついてご紹介します。

④
漁
協
・
マ
リ
ノ
サ
ポ
ー
ト
㈱
と
の
連
携
に
よ
る

組
織
的
普
及
活
動
の
強
化

⑤
昆
布
用
軽
労
化
ス
ー
ツ
の
普
及
・
拡
販

（
３
）
魚
函

　
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
提
案
（
助
宗
向
け
1
ト

ン
タ
ン
ク
、
再
生
ポ
リ
魚
函
等
）
な
ら
び
に
イ
カ

丘
詰
用
撥
水
段
ボ
ー
ル
を
活
用
し
た
新
容
器
開
発

等
、
衛
生
的
容
器
へ
の
代
替
促
進

（
４
）
施
設
関
連
事
業

①
ぎ
ょ
れ
ん
設
計
セ
ン
タ
ー
㈱
と
の
連
携
に
よ
る

漁
協
施
設
整
備
計
画
等
へ
の
総
合
的
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
機
能
の
発
揮
（
積
算
・
補
助
申
請
事
務
）

②
海
水
殺
菌
装
置
代
替
に
向
け
た
全
道
取
り
ま
と

め
実
施

③
会
員
・
生
産
者
向
け
た
省
エ
ネ
・
省
力
化
機
器

（
シ
ス
テ
ム
）
等
の
開
発
普
及

（
５
）
そ
の
他

①
購
販
推
進
委
員
会・漁
協
各
種
部
会
と
の
連
携
強
化

イ
．
海
外
の
水
揚
げ
な
ら
び
に
流
通
状
況
の
早
期

把
握
に
よ
る
迅
速
な
対
応

ウ
．
乾
貝
柱
の
消
流
安
定
化
の
た
め
、
香
港
・
中

国
本
土
等
の
主
要
海
外
市
場
の
消
流
状
況
調
査

と
販
促
事
業
の
継
続
（
競
合
す
る
中
国
産
の
動

向
調
査
を
含
め
た
）

（
4
）
輸
出
環
境
整
備
へ
の
取
り
組
み

①
Ｅ
Ｕ
向
け
輸
出
促
進
対
策

ア
．
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
‐
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

認
定
工
場
の
早
期
拡
大
へ
の
取
り
組
み

イ
．Ｅ
Ｕ
取
扱
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
新
規
販
路

開
拓
な
ら
び
に
Ｅ
Ｕ
輸
出
シ
ェ
ア
の
回
復
へ
の

取
り
組
み

②
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証

ア
．Ｍ
Ｓ
Ｃ
の
認
証
取
得
に
合
わ
せ
た
Ｃ
Ｏ
Ｃ
認

証
の
取
得
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
と
輸
出
体

制
の
整
備

イ
．Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証
の
有
効
活
用
に
よ
る
輸
出
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み

　
昨
年
度
の
道
産
昆
布
の

生
産
は
、
近
年
に
な
い
大

減
産
と
な
っ
た
平
成
23
年

か
ら
は
回
復
見
込
み
に
あ

る
も
の
の
、
中
期
的
な
減

産
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
年
度
よ

り
、
全
道
的
な
昆
布
漁
業
生
産
振
興
に
向
け
た
北
海

道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
の
設
立
を
機
に
、
昆
布
生
産

回
復
に
向
け
た
各
種
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
昆
布
の
消
費
は
依
然
と
し
て
漸
減
傾
向
が

続
い
て
お
り
、
特
に
ダ
シ
向
け
に
つ
い
て
は
消
費
の

低
迷
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
銘
柄
別
の
消
流
状

況
を
充
分
踏
ま
え
、
昆
布
業
界
と
の
連
携
に
よ
る
需

要
回
復
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
1
）
昆
布
漁
業
生
産
の
安
定
に
向
け
た
取
り
組
み

①
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
の
設
立
に
よ
る
具

体
的
取
り
組
み

ア
．
雑
海
藻
駆
除
事
業
拡
充
に
向
け
た
予
算
確
保

へ
の
取
り
組
み

イ
．
道
総
研
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
生
産
回
復
の

た
め
の
調
査
研
究
の
促
進

ウ
．
乾
燥
機
導
入
普
及
な
ら
び
に
協
業
化
の
検
討

エ
．
労
働
力
確
保
・
重
労
働
軽
減
に
関
す
る
取
り

組
み

②
生
産
者
及
び
流
通
・
加
工
業
者
に
よ
る
意
見
交

換
の
実
施

　
昆
布
の
生
産
・
加
工
・
流
通
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
た
懇
談
会
の
実
施

（
２
）
消
費
回
復
に
向
け
た
取
り
組
み

①
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
効
果
的
な
消
流
宣

伝
事
業
の
実
施

②
大
消
費
地
に
重
点
を
置
い
た
需
要
回
復
対
策
の

実
施

③
消
費
量
減
少
が
著
し
い
若
年
層
向
け
食
育
宣
伝

活
動
に
よ
る
需
要
喚
起

④
関
係
業
界
と
の
連
携
に
よ
る
ダ
シ
向
け
以
外
の

用
途
開
発

（
３
）
秩
序
あ
る
輸
入
昆
布
の
取
り
進
め

　
　
道
産
昆
布
の
安
定
流
通
を
基
本
に
、
日
昆
・
全

調
な
ら
び
に
輸
入
相
手
国
と
の
相
互
理
解
に
よ
る

秩
序
あ
る
輸
入
の
継
続
推
進

②
青
年
部
創
立
50
周
年
記
念
を
契
機
と
し
た
各
漁

協
青
年
部
活
動
支
援
、
育
成

（
２
）
浜
と
連
携
し
た
食
育
活
動
、
魚
食
普
及
の
推
進

①
札
幌
市
内
等
で
の
「
出
前
事
業
」「
料
理
教
室
」

の
継
続
実
施

②
道
女
性
連
と
連
携
し
た
道
外
生
協
と
の
組
織
的

連
携
に
よ
る
食
育
活
動
の
強
化
推
進

（
３
）
広
報
活
動
の
充
実

①
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
会
員
な
ら
び
に
一

般
消
費
者
へ
の
情
報
発
信
内
容
の
充
実

②
広
報
誌
「
な
み
ま
る
く
ん
」
を
通
じ
た
各
種
情

報
の
全
道
漁
業
者
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
提
供

　
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
、

本
会
経
営
も
浜
の
厳
し
さ
を
反
映
し
苦
戦
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
本
会
が
浜
の
負

託
に
応
え
、
各
種
対
策
事
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
は
、
安
定
し
た
経
営
の
確
保
と
財
務
基
盤
の
更
な

る
強
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、

経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
債
権
保
全
・

在
庫
管
理
等
の
様
々
な
経
営
リ
ス
ク
の
回
避
に
向
け

管
理
体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
実
践
３
年
目
と
な
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動（
※
）に
つ
い
て

は
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、
社
会
貢

献
活
動
へ
の
参
画
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
中
期
的
事
業
推
進
方
向
の
最
終

年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
年
度
以
降
の
事
業
推
進
の
方

向
性
に
つ
い
て
も
組
織
的
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
本
会
経
営
の
安
定
化
に
向
け
た
経
営
基
盤

　
　 

の
強
化

①
本
会
経
営
基
盤
で
あ
る
共
販
体
制
な
ら
び
に
系

統
利
用
率
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

②
計
画
的
内
部
留
保
に
よ
る
財
務
基
盤
の
強
化
と

会
員
配
当
の
継
続

③
債
権
管
理
・
在
庫
管
理
等
の
経
営
リ
ス
ク
管
理

体
制
の
強
化

（
２
）Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
※
の
実
践
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　
の
推
進

①
法
務
機
能
の
強
化
に
よ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
遵
守
）
の
推
進

②
認
証
取
得
し
た
I
S
O
1
4
0
0
1
に
連
動
す

る
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
の
継
続

③
植
樹
活
動
へ
の
支
援
と
本
会
職
員
の
積
極
的
参

加
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
意
識
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
の
継
続

※
Ｃ
Ｓ
Ｒ（C

orporate S
ocial R

esponsibility

）と
は

　
企
業
の
社
会
的
責
任
。企
業
が
事
業
活
動
に
お
い
て
利
益
を

優
先
す
る
だ
け
で
は
な
く
、顧
客
、株
主
、従
業
員
、取
引
先
、地

域
社
会
な
ど
の
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
利
害
関
係
者
）等

の
関
係
を
重
視
し
な
が
ら
果
た
す
社
会
的
責
任
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。

（
３
）
人
材
育
成
の
強
化
と
労
働
生
産
性
の
向
上

　
　 

に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

①
人
材
育
成
計
画
に
基
づ
く
教
育
研
修
の
推
進

②
業
務
内
容
の
変
化
と
業
務
効
率
化
を
踏
ま
え
た

適
正
人
員
配
置
の
推
進

（
４
）
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
た
設
備
投
資
の
実
施

①
支
店
事
務
所
等
の
老
朽
化
に
伴
う
計
画
的
施
設
整
備

②
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
直
営
工
場
体
制
の
見

直
し
と
計
画
的
施
設
整
備

（
５
）
関
連
会
社
と
の
一
体
的
経
営
の
推
進

①
関
連
会
社
と
の
人
事
交
流
の
推
進

②
本
会
と
一
体
と
な
っ
た
浜
に
対
す
る
機
能
発
揮

に
向
け
た
取
り
組
み

③
関
連
会
社
に
対
す
る
経
営
統
括
管
理
に
基
づ
く

健
全
経
営
の
確
保

場
点
検
と
各
工
場
の
実
態
に
あ
わ
せ
た
改
善
指

導
の
実
施

（
２
）
全
道
漁
協
職
員
向
け
衛
生
管
理
指
導
の
実
施

①
組
合
自
営
工
場
担
当
者
へ
の
衛
生
管
理
研
修
の

実
施

②
全
道
ブ
ロ
ッ
ク
別
一
般
職
員
向
け
衛
生
管
理
研

修
会
の
開
催

（
３
）
商
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
や
表
示
適
正
化

　
　 

に
向
け
た
取
り
組
み

①
本
会
取
扱
商
品
の
表
示
内
容
適
正
化
な
ら
び
に

商
品
仕
様
書
の
一
元
管
理
に
向
け
た
取
り
組
み

の
推
進

②
表
示
適
正
化
に
向
け
た
本
会
・
グ
ル
ー
プ
職
員

の
「
食
品
表
示
検
定
」
資
格
取
得
の
推
進

　
道
産
水
産
物
は
国
内
需
要
の
減
退
か
ら
魚
価
の
低

迷
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
輸
出
事
業

は
魚
価
の
安
定
に
お
い
て
需
給
調
整
機
能
を
発
揮
し

て
き
ま
し
た
が
、
昨
今
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
風
評

被
害
、
為
替
変
動
、
政
情
動
向
等
の
影
響
か
ら
不
透

明
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
国
内
消
費
の
拡
大
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
関
係
団
体
・
協

議
会
と
連
携
し
た
宣
伝
・
販
促
活
動
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
食
育
事
業
に
よ
る
需
要
の
掘

り
起
し
を
図
り
、
販
促
事
業
と
一
体
と
な
っ
た
事
業

も
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
宣
伝
・
販
促
事
業

①
対
象
魚
種
の
消
費
特
性
を
訴
求
し
た
宣
伝
事
業

の
推
進
な
ら
び
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
の
拡
充

②
大
手
調
味
料
メ
ー
カ
ー
等
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
事

業
の
強
化
に
よ
る
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
提
案
と
国

内
外
で
の
消
費
拡
大
の
推
進

③「
道
産
水
産
物
流
通
安
定
対
策
協
議
会
」（
※
）

と
の
連
携
に
よ
る
道
産
鮮
魚
貝
類
の
地
産
地

消
・
魚
食
普
及
の
強
化
及
び
全
国
規
模
で
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
へ
の
取
り
組
み

※「
道
産
水
産
物
流
通
安
定
対
策
協
議
会
」と
は

　
東
日
本
大
震
災・福
島
原
発
事
故
に
よ
る
道
産
水
産
物
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、札
幌
市
中
央
卸
売
市
場・札
幌

市
場
荷
受
２
社
・
本
会
に
加
え
、道
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
立

ち
上
げ
た
協
議
会
。道
産
鮮
魚
流
通
の
円
滑
化
を
図
り
地
産

地
消
を
推
進
す
る
た
め
、各
種
販
促
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
食
育
事
業

①
道
産
水
産
物
の
優
位
性
を
訴
求
し
た
メ
ニ
ュ
ー

作
り
に
よ
る
料
理
教
室
の
実
施

②
全
国
の
生
協
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
料
理
教

室
の
開
催
、
魚
食
普
及
の
推
進
と
販
促
事
業
と

の
連
携
に
よ
る
消
費
拡
大
へ
向
け
た
取
り
組
み

③
次
世
代
の
消
費
者
で
あ
る
小
学
生
や
幼
稚
園
児

を
対
象
と
し
た
食
育
教
室
の
実
施
拡
大

　（
親
子
料
理
教
室
、学
習
会
、給
食
へ
の
食
材
提
供
等
）

④
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
道
産
水
産
物

の
認
知
度
向
上
と
連
携
し
た
食
育
の
情
報
発
信

　
近
年
、
浜
の
世
代
交
代
が
進
む
な
か
、
組
合
員
の

協
同
組
合
意
識
の
希
薄
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

漁
協
系
統
運
動
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
組
織
結
集
率

の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
本
道
漁
業
の
未
来
を
担

う
若
手
漁
業
者
に
対
し
、
協
同
組
合
意
識
の
啓
発
を

強
く
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
２
年
の
国
際
協
同
組
合
年
を
契
機

に
、
協
同
組
合
間
の
提
携
を
よ
り
強
化
す
る
と
と
も

に
、
漁
協
青
年
部
・
女
性
部
活
動
と
の
連
携
を
深
め
、

食
育
・
魚
食
普
及
活
動
の
輪
を
拡
げ
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
組
織
強
化
活
動

①
漁
協
購
販
推
進
委
員
長
へ
の
協
同
組
合
運
動
意

識
調
査
に
基
づ
く
購
販
活
動
と
一
体
と
な
っ
た

協
同
組
合
運
動
啓
発
活
動
の
推
進

　
厳
し
い
漁
業
環
境
が
続
く
な
か
、
石
油
製
品
価
格

が
高
騰
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
漁
業
資
材
の
価
格
も
高

止
ま
り
傾
向
に
あ
る
な
ど
漁
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。

　
系
統
購
買
事
業
の
充
実
に
よ
り
、
燃
油
の
取
扱
体

制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材

の
普
及
拡
大
を
核
と
し
た
漁
業
経
営
コ
ス
ト
削
減
の

取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
石
油
製
品

①
系
統
利
用
率
の
更
な
る
向
上
に
よ
る
仕
入
な
ら

び
に
価
格
牽
制
機
能
の
強
化

②
共
有
燃
油
施
設
自
主
検
査
の
充
実
、
計
画
的
修

繕
に
よ
る
施
設
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

③
漁
協
職
員
を
対
象
と
し
た
、
燃
油
保
安
監
督
者

研
修
の
実
施

（
２
）
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材

①
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
普
及
拡
大
に
よ
る
価
格
低

減
化
へ
の
継
続
的
取
り
組
み

②
価
格
競
争
力
強
化
に
よ
る
全
道
に
お
け
る
シ
ェ

ア
拡
大

③「
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
評
価
推
進
委
員
会
」
活
動

の
強
化
に
よ
る
地
区
需
要
・
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

新
商
品
・
新
仕
様
品
開
発
へ
の
組
織
的
取
り
組
み

　（
サ
ン
マ
船
用
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
・
ベ
ト
ナ
ム

製
養
殖
籠
・
G
K
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
プ
・
ゴ
ム
製

品
等
新
製
品
開
発
普
及
）

②
購
買
専
門
委
員
会・全
道
漁
協
購
買
事
業
推
進
会

議・地
区
漁
協
購
買
担
当
者
会
議
の
継
続
開
催

③
全
道
漁
協
担
当
者
海
外
視
察
研
修
の
再
開
、
展

示
即
売
会
開
催
や
各
種
部
会
へ
の
積
極
的
参
加

④「
購
買
情
報
」の
適
宜
発
行
に
よ
る
タ
イ
ム
リ
ー

な
購
買
関
連
情
報
伝
達

　
消
費
者
の
食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

る
な
か
、
製
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
や
表
示
の
適
正

化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
一
段
と
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
本
会
直
営
工
場
、
漁
協
工
場
、
提
携
加
工
業

者
等
の
品
質
・
衛
生
管
理
向
上
に
取
り
組
み
、
食
の

安
全
・
安
心
対
策
に
本
年
度
も
万
全
を
期
し
て
い
き

ま
す
。

（
１
）
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携
加
工

　
　 

業
者
の
品
質
・
衛
生
管
理
レ
ベ
ル
の
向
上

　
　 

に
向
け
た
取
り
組
み
推
進
と
定
期
的
な
工

　
　 

場
点
検
の
継
続
及
び
改
善
指
導
の
強
化

①
ぎ
ょ
れ
ん
総
合
食
品
㈱
は
、
平
成
23
年
度
に
取

得
し
た
I
S
O
2
2
0
0
0
に
よ
る
管
理
を
札

幌
工
場
へ
拡
大
推
進

②
そ
の
他
直
営
工
場
は
、
各
種
H
A
C
C
P
で
の

衛
生
管
理
レ
ベ
ル
の
向
上
に
向
け
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ

2
2
0
0
0
に
準
じ
た
指
導
の
実
施

③
協
力
工
場
、
提
携
加
工
場
に
は
、
定
期
的
な
工

 

２
．
ほ
た
て

特 集
SPECIAL

0

50

100

150

200

250

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500
（千トン） （円）

全道秋鮭の水揚量と平均単価推移

全道ほたての水揚量と平均単価推移

数量（千トン）

単価（k@）

天然
栽培

単価（k@）

H15 H16 H17 H18 H20 H21 H22 H23 H24H19

206

151

183

213

176

247

164

332

116

430

152

317

123

326

110

453

100

445

158

340

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180
（千トン） （円）

H15 H16 H17 H18 H20 H21 H22 H23 H24
計画

H19

112 75 76 117 126 114 88 84 99119

339

87

312

140

283

165

272

140

308

124

316

104

323

133

301

152

318

137

256

145

3　| |　2

見開き.indd   4-5 13/04/30   10:04



購
買
事
業
に
つ
い
て

食
の
安
全
・
安
心
対
策
に
つ
い
て

特集 平成25年度ぎょれん事業計画 －後編－

　
世
界
の
鮭
鱒
生
産
量
は

３
０
０
万
ト
ン
を
超
え
る

規
模
と
な
る
な
か
、
近
年
、

道
産
秋
鮭
の
水
揚
げ
は
減

少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
流
通
面
に
お
い
て
は
、

平
成
24
年
度
は
、
競
合
す

る
チ
リ
産
銀
鮭
の
大
量
搬
入
に
よ
り
、国
内
鮭
鱒
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
混
乱
し
、
秋
鮭
の
市
況
低
迷
を
強
い
ら
れ

た
ほ
か
、
輸
出
環
境
も
急
変
し
、
中
国
向
け
輸
出
も

大
き
く
減
少
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
環
境
に
お
い
て
は
、
本
年
度
も
、
関
係

会
員
と
一
体
と
な
っ
た
流
通
対
策
事
業
の
継
続
と
強

化
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
国
内
外
の
動
向
を
的
確

に
掌
握
し
た
中
で
安
定
し
た
消
流
確
保
に
全
力
を
投

入
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
親
対
策

【
国
内
】

　
　
輸
入
鮭
鱒
と
の
競
合
に
よ
り
奪
わ
れ
た
秋
鮭
製

品
の
売
り
場
回
復
に
向
け
た
消
費
拡
大
対
策
の
推

進①
全
国
規
模
で
の
販
促
活
動
強
化
に
よ
る
、
親
製

品
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

②
消
費
者
ニ
ー
ズ
へ
対
応
し
た
骨
取
製
品
の
増
産

（
海
外
加
工
含
む
）

③
簡
便
調
理
商
品
の
開
発

　（
レ
ン
ジ
、
フ
ラ
イ
パ
ン
調
理
等
）

【
輸
出
】

　
　
欧
州
不
況
の
影
響
や
円
高
等
に
よ
っ
て
減
退
し

た
中
国
向
け
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
再
構
築
と
新
た
な
販

路
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

①
中
国
向
け
原
料
輸
出
の
再
構
築
（
青
島
・
大
連
）

②
中
国
以
外
の
原
料
販
売
先
・
委
託
加
工
先
の
開

拓
（
ベ
ト
ナ
ム
等
）

③
欧
米
輸
出
に
向
け
た
市
場
調
査
の
実
施

（
2
）
魚
卵
対
策

　
　
製
品
高
で
消
費
が
減
退
傾
向
に
あ
る
魚
卵
の
消

流
安
定
に
向
け
た
取
り
組
み

①
国
内
の
安
定
流
通
に
向
け
た
年
間
を
通
し
た
販

促
の
継
続

②
海
外
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
に
対
す
る
供
給
等
製

品
輸
出
の
推
進

　
本
道
の
ほ
た
て
漁
業
は
、

近
年
、環
境
変
化（
高
水
温
・

餌
不
足
・
有
害
生
物
の
付

着
）に
よ
っ
て
、成
長
不
良
・

低
歩
留
な
ど
水
揚
げ
の
不

安
定
化
が
顕
在
化
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
流
通
面
に
お
い
て
は
、
国
内
景
気
の
低
迷

に
よ
り
消
費
者
の
購
買
力
は
減
退
傾
向
に
あ
り
、
輸

出
に
つ
い
て
も
円
安
基
調
と
な
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
関
係
行
政
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
安
定
的
な
生
産
体
制
の
構
築
に
向
け
た
取

り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
輸
出
基
盤
整
備
を
更

に
進
め
、
消
費
の
安
定
確
保
と
在
庫
調
整
機
能
と
し

て
の
輸
出
拡
大
策
の
継
続
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
生
産
の
安
定

　
　 

化
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　
貝
の
小
型
化
に
対
応
し
た
重
点
的
な
調
査
研
究

の
推
進

【
北
海
道
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
と
し
て
の
重
点

  

取
り
組
み
事
業
】

①
ホ
タ
テ
ガ
イ
成
長
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

②
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
ホ
タ
テ
ガ
イ
外
海
採
苗
安
定
調

査
お
よ
び
浮
遊
幼
生
自
動
解
析
技
術
開
発

③
貝
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
よ
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
毒
化

実
態
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
試
験

（
2
）
安
定
消
流
可
能
な
原
貝
価
格
形
成
へ
の
取

　
　  

り
組
み

①
原
貝
値
決
め
時
の
製
品
指
標
価
格
の
提
示

②
流
通
対
策
の
実
施
に
よ
る
円
滑
な
消
流
の
確
保

と
原
貝
価
格
の
維
持

③
サ
イ
ズ
組
成
に
即
し
た
内
販
・
輸
出
販
売
戦
略

の
強
化

（
3
）
消
流
安
定
化
に
向
け
た
流
通
対
策
の
強
化

①
国
内
流
通
対
策

ア
．
末
端
実
需
を
見
据
え
た
サ
イ
ズ
別
販
売
戦
略

の
推
進

イ
．
本
会
直
営
工
場
の
生
産
機
能
を
活
用
し
た
新

商
品
開
発
及
び
販
路
開
拓
の
促
進

ウ
．
コ
ン
ビ
ニ
等
へ
の
販
路
開
拓
に
よ
る
乾
貝
柱

の
国
内
シ
ェ
ア
拡
大

②
輸
出
促
進
対
策

ア
．
早
期
に
相
場
形
成
に
よ
る
玉
冷
の
対
米
輸
出
拡
大

EU-HACCP早期認定に向けた連絡協議会（1月）

④
漁
協
・
マ
リ
ノ
サ
ポ
ー
ト
㈱
と
の
連
携
に
よ
る

組
織
的
普
及
活
動
の
強
化

⑤
昆
布
用
軽
労
化
ス
ー
ツ
の
普
及
・
拡
販

（
３
）
魚
函

　
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
提
案
（
助
宗
向
け
1
ト

ン
タ
ン
ク
、
再
生
ポ
リ
魚
函
等
）
な
ら
び
に
イ
カ

丘
詰
用
撥
水
段
ボ
ー
ル
を
活
用
し
た
新
容
器
開
発

等
、
衛
生
的
容
器
へ
の
代
替
促
進

（
４
）
施
設
関
連
事
業

①
ぎ
ょ
れ
ん
設
計
セ
ン
タ
ー
㈱
と
の
連
携
に
よ
る

漁
協
施
設
整
備
計
画
等
へ
の
総
合
的
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
機
能
の
発
揮
（
積
算
・
補
助
申
請
事
務
）

②
海
水
殺
菌
装
置
代
替
に
向
け
た
全
道
取
り
ま
と

め
実
施

③
会
員
・
生
産
者
向
け
た
省
エ
ネ
・
省
力
化
機
器

（
シ
ス
テ
ム
）
等
の
開
発
普
及

（
５
）
そ
の
他

①
購
販
推
進
委
員
会・漁
協
各
種
部
会
と
の
連
携
強
化

イ
．
海
外
の
水
揚
げ
な
ら
び
に
流
通
状
況
の
早
期

把
握
に
よ
る
迅
速
な
対
応

ウ
．
乾
貝
柱
の
消
流
安
定
化
の
た
め
、
香
港
・
中

国
本
土
等
の
主
要
海
外
市
場
の
消
流
状
況
調
査

と
販
促
事
業
の
継
続
（
競
合
す
る
中
国
産
の
動

向
調
査
を
含
め
た
）

（
4
）
輸
出
環
境
整
備
へ
の
取
り
組
み

①
Ｅ
Ｕ
向
け
輸
出
促
進
対
策

ア
．
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
‐
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

認
定
工
場
の
早
期
拡
大
へ
の
取
り
組
み

イ
．Ｅ
Ｕ
取
扱
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
新
規
販
路

開
拓
な
ら
び
に
Ｅ
Ｕ
輸
出
シ
ェ
ア
の
回
復
へ
の

取
り
組
み

②
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証

ア
．Ｍ
Ｓ
Ｃ
の
認
証
取
得
に
合
わ
せ
た
Ｃ
Ｏ
Ｃ
認

証
の
取
得
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
と
輸
出
体

制
の
整
備

イ
．Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証
の
有
効
活
用
に
よ
る
輸
出
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み

　
昨
年
度
の
道
産
昆
布
の

生
産
は
、
近
年
に
な
い
大

減
産
と
な
っ
た
平
成
23
年

か
ら
は
回
復
見
込
み
に
あ

る
も
の
の
、
中
期
的
な
減

産
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
年
度
よ

り
、
全
道
的
な
昆
布
漁
業
生
産
振
興
に
向
け
た
北
海

道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
の
設
立
を
機
に
、
昆
布
生
産

回
復
に
向
け
た
各
種
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
昆
布
の
消
費
は
依
然
と
し
て
漸
減
傾
向
が

続
い
て
お
り
、
特
に
ダ
シ
向
け
に
つ
い
て
は
消
費
の

低
迷
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
銘
柄
別
の
消
流
状

況
を
充
分
踏
ま
え
、
昆
布
業
界
と
の
連
携
に
よ
る
需

要
回
復
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
1
）
昆
布
漁
業
生
産
の
安
定
に
向
け
た
取
り
組
み

①
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
の
設
立
に
よ
る
具

体
的
取
り
組
み

ア
．
雑
海
藻
駆
除
事
業
拡
充
に
向
け
た
予
算
確
保

へ
の
取
り
組
み

イ
．
道
総
研
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
生
産
回
復
の

た
め
の
調
査
研
究
の
促
進

ウ
．
乾
燥
機
導
入
普
及
な
ら
び
に
協
業
化
の
検
討

エ
．
労
働
力
確
保
・
重
労
働
軽
減
に
関
す
る
取
り

組
み

②
生
産
者
及
び
流
通
・
加
工
業
者
に
よ
る
意
見
交

換
の
実
施

　
昆
布
の
生
産
・
加
工
・
流
通
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
た
懇
談
会
の
実
施

（
２
）
消
費
回
復
に
向
け
た
取
り
組
み

①
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
効
果
的
な
消
流
宣

伝
事
業
の
実
施

②
大
消
費
地
に
重
点
を
置
い
た
需
要
回
復
対
策
の

実
施

③
消
費
量
減
少
が
著
し
い
若
年
層
向
け
食
育
宣
伝

活
動
に
よ
る
需
要
喚
起

④
関
係
業
界
と
の
連
携
に
よ
る
ダ
シ
向
け
以
外
の

用
途
開
発

（
３
）
秩
序
あ
る
輸
入
昆
布
の
取
り
進
め

　
　
道
産
昆
布
の
安
定
流
通
を
基
本
に
、
日
昆
・
全

調
な
ら
び
に
輸
入
相
手
国
と
の
相
互
理
解
に
よ
る

秩
序
あ
る
輸
入
の
継
続
推
進

②
青
年
部
創
立
50
周
年
記
念
を
契
機
と
し
た
各
漁

協
青
年
部
活
動
支
援
、
育
成

（
２
）
浜
と
連
携
し
た
食
育
活
動
、
魚
食
普
及
の
推
進

①
札
幌
市
内
等
で
の
「
出
前
事
業
」「
料
理
教
室
」

の
継
続
実
施

②
道
女
性
連
と
連
携
し
た
道
外
生
協
と
の
組
織
的

連
携
に
よ
る
食
育
活
動
の
強
化
推
進

（
３
）
広
報
活
動
の
充
実

①
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
会
員
な
ら
び
に
一

般
消
費
者
へ
の
情
報
発
信
内
容
の
充
実

②
広
報
誌
「
な
み
ま
る
く
ん
」
を
通
じ
た
各
種
情

報
の
全
道
漁
業
者
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
提
供

　
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
、

本
会
経
営
も
浜
の
厳
し
さ
を
反
映
し
苦
戦
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
本
会
が
浜
の
負

託
に
応
え
、
各
種
対
策
事
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
は
、
安
定
し
た
経
営
の
確
保
と
財
務
基
盤
の
更
な

る
強
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、

経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
債
権
保
全
・

在
庫
管
理
等
の
様
々
な
経
営
リ
ス
ク
の
回
避
に
向
け

管
理
体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
実
践
３
年
目
と
な
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動（
※
）に
つ
い
て

は
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、
社
会
貢

献
活
動
へ
の
参
画
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
中
期
的
事
業
推
進
方
向
の
最
終

年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
年
度
以
降
の
事
業
推
進
の
方

向
性
に
つ
い
て
も
組
織
的
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
本
会
経
営
の
安
定
化
に
向
け
た
経
営
基
盤

　
　 

の
強
化

①
本
会
経
営
基
盤
で
あ
る
共
販
体
制
な
ら
び
に
系

統
利
用
率
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

②
計
画
的
内
部
留
保
に
よ
る
財
務
基
盤
の
強
化
と

会
員
配
当
の
継
続

③
債
権
管
理
・
在
庫
管
理
等
の
経
営
リ
ス
ク
管
理

体
制
の
強
化

（
２
）Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
※
の
実
践
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　
の
推
進

①
法
務
機
能
の
強
化
に
よ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
遵
守
）
の
推
進

②
認
証
取
得
し
た
I
S
O
1
4
0
0
1
に
連
動
す

る
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
の
継
続

③
植
樹
活
動
へ
の
支
援
と
本
会
職
員
の
積
極
的
参

加
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
意
識
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
の
継
続

※
Ｃ
Ｓ
Ｒ（C

orporate S
ocial R

esponsibility

）と
は

　
企
業
の
社
会
的
責
任
。企
業
が
事
業
活
動
に
お
い
て
利
益
を

優
先
す
る
だ
け
で
は
な
く
、顧
客
、株
主
、従
業
員
、取
引
先
、地

域
社
会
な
ど
の
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
利
害
関
係
者
）等

の
関
係
を
重
視
し
な
が
ら
果
た
す
社
会
的
責
任
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。

（
３
）
人
材
育
成
の
強
化
と
労
働
生
産
性
の
向
上

　
　 

に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

①
人
材
育
成
計
画
に
基
づ
く
教
育
研
修
の
推
進

②
業
務
内
容
の
変
化
と
業
務
効
率
化
を
踏
ま
え
た

適
正
人
員
配
置
の
推
進

（
４
）
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
た
設
備
投
資
の
実
施

①
支
店
事
務
所
等
の
老
朽
化
に
伴
う
計
画
的
施
設
整
備

②
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
直
営
工
場
体
制
の
見

直
し
と
計
画
的
施
設
整
備

（
５
）
関
連
会
社
と
の
一
体
的
経
営
の
推
進

①
関
連
会
社
と
の
人
事
交
流
の
推
進

②
本
会
と
一
体
と
な
っ
た
浜
に
対
す
る
機
能
発
揮

に
向
け
た
取
り
組
み

③
関
連
会
社
に
対
す
る
経
営
統
括
管
理
に
基
づ
く

健
全
経
営
の
確
保

場
点
検
と
各
工
場
の
実
態
に
あ
わ
せ
た
改
善
指

導
の
実
施

（
２
）
全
道
漁
協
職
員
向
け
衛
生
管
理
指
導
の
実
施

①
組
合
自
営
工
場
担
当
者
へ
の
衛
生
管
理
研
修
の

実
施

②
全
道
ブ
ロ
ッ
ク
別
一
般
職
員
向
け
衛
生
管
理
研

修
会
の
開
催

（
３
）
商
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
や
表
示
適
正
化

　
　 

に
向
け
た
取
り
組
み

①
本
会
取
扱
商
品
の
表
示
内
容
適
正
化
な
ら
び
に

商
品
仕
様
書
の
一
元
管
理
に
向
け
た
取
り
組
み

の
推
進

②
表
示
適
正
化
に
向
け
た
本
会
・
グ
ル
ー
プ
職
員

の
「
食
品
表
示
検
定
」
資
格
取
得
の
推
進

　
道
産
水
産
物
は
国
内
需
要
の
減
退
か
ら
魚
価
の
低

迷
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
輸
出
事
業

は
魚
価
の
安
定
に
お
い
て
需
給
調
整
機
能
を
発
揮
し

て
き
ま
し
た
が
、
昨
今
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
風
評

被
害
、
為
替
変
動
、
政
情
動
向
等
の
影
響
か
ら
不
透

明
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
国
内
消
費
の
拡
大
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
関
係
団
体
・
協

議
会
と
連
携
し
た
宣
伝
・
販
促
活
動
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
食
育
事
業
に
よ
る
需
要
の
掘

り
起
し
を
図
り
、
販
促
事
業
と
一
体
と
な
っ
た
事
業

も
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
宣
伝
・
販
促
事
業

①
対
象
魚
種
の
消
費
特
性
を
訴
求
し
た
宣
伝
事
業

の
推
進
な
ら
び
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
の
拡
充

②
大
手
調
味
料
メ
ー
カ
ー
等
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
事

業
の
強
化
に
よ
る
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
提
案
と
国

内
外
で
の
消
費
拡
大
の
推
進

③「
道
産
水
産
物
流
通
安
定
対
策
協
議
会
」（
※
）

と
の
連
携
に
よ
る
道
産
鮮
魚
貝
類
の
地
産
地

消
・
魚
食
普
及
の
強
化
及
び
全
国
規
模
で
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
へ
の
取
り
組
み

※「
道
産
水
産
物
流
通
安
定
対
策
協
議
会
」と
は

　
東
日
本
大
震
災・福
島
原
発
事
故
に
よ
る
道
産
水
産
物
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、札
幌
市
中
央
卸
売
市
場・札
幌

市
場
荷
受
２
社
・
本
会
に
加
え
、道
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
立

ち
上
げ
た
協
議
会
。道
産
鮮
魚
流
通
の
円
滑
化
を
図
り
地
産

地
消
を
推
進
す
る
た
め
、各
種
販
促
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
食
育
事
業

①
道
産
水
産
物
の
優
位
性
を
訴
求
し
た
メ
ニ
ュ
ー

作
り
に
よ
る
料
理
教
室
の
実
施

②
全
国
の
生
協
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
料
理
教

室
の
開
催
、
魚
食
普
及
の
推
進
と
販
促
事
業
と

の
連
携
に
よ
る
消
費
拡
大
へ
向
け
た
取
り
組
み

③
次
世
代
の
消
費
者
で
あ
る
小
学
生
や
幼
稚
園
児

を
対
象
と
し
た
食
育
教
室
の
実
施
拡
大

　（
親
子
料
理
教
室
、学
習
会
、給
食
へ
の
食
材
提
供
等
）

④
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
道
産
水
産
物

の
認
知
度
向
上
と
連
携
し
た
食
育
の
情
報
発
信

　
近
年
、
浜
の
世
代
交
代
が
進
む
な
か
、
組
合
員
の

協
同
組
合
意
識
の
希
薄
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

漁
協
系
統
運
動
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
組
織
結
集
率

の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
本
道
漁
業
の
未
来
を
担

う
若
手
漁
業
者
に
対
し
、
協
同
組
合
意
識
の
啓
発
を

強
く
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
２
年
の
国
際
協
同
組
合
年
を
契
機

に
、
協
同
組
合
間
の
提
携
を
よ
り
強
化
す
る
と
と
も

に
、
漁
協
青
年
部
・
女
性
部
活
動
と
の
連
携
を
深
め
、

食
育
・
魚
食
普
及
活
動
の
輪
を
拡
げ
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
組
織
強
化
活
動

①
漁
協
購
販
推
進
委
員
長
へ
の
協
同
組
合
運
動
意

識
調
査
に
基
づ
く
購
販
活
動
と
一
体
と
な
っ
た

協
同
組
合
運
動
啓
発
活
動
の
推
進

　
厳
し
い
漁
業
環
境
が
続
く
な
か
、
石
油
製
品
価
格

が
高
騰
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
漁
業
資
材
の
価
格
も
高

止
ま
り
傾
向
に
あ
る
な
ど
漁
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。

　
系
統
購
買
事
業
の
充
実
に
よ
り
、
燃
油
の
取
扱
体

制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材

の
普
及
拡
大
を
核
と
し
た
漁
業
経
営
コ
ス
ト
削
減
の

取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
石
油
製
品

①
系
統
利
用
率
の
更
な
る
向
上
に
よ
る
仕
入
な
ら

び
に
価
格
牽
制
機
能
の
強
化

②
共
有
燃
油
施
設
自
主
検
査
の
充
実
、
計
画
的
修

繕
に
よ
る
施
設
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

③
漁
協
職
員
を
対
象
と
し
た
、
燃
油
保
安
監
督
者

研
修
の
実
施

（
２
）
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材

①
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
普
及
拡
大
に
よ
る
価
格
低

減
化
へ
の
継
続
的
取
り
組
み

②
価
格
競
争
力
強
化
に
よ
る
全
道
に
お
け
る
シ
ェ

ア
拡
大

③「
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
評
価
推
進
委
員
会
」
活
動

の
強
化
に
よ
る
地
区
需
要
・
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

新
商
品
・
新
仕
様
品
開
発
へ
の
組
織
的
取
り
組
み

　（
サ
ン
マ
船
用
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
・
ベ
ト
ナ
ム

製
養
殖
籠
・
G
K
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
プ
・
ゴ
ム
製

品
等
新
製
品
開
発
普
及
）

②
購
買
専
門
委
員
会・全
道
漁
協
購
買
事
業
推
進
会

議・地
区
漁
協
購
買
担
当
者
会
議
の
継
続
開
催

③
全
道
漁
協
担
当
者
海
外
視
察
研
修
の
再
開
、
展

示
即
売
会
開
催
や
各
種
部
会
へ
の
積
極
的
参
加

④「
購
買
情
報
」の
適
宜
発
行
に
よ
る
タ
イ
ム
リ
ー

な
購
買
関
連
情
報
伝
達

　
消
費
者
の
食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

る
な
か
、
製
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
や
表
示
の
適
正

化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
一
段
と
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
本
会
直
営
工
場
、
漁
協
工
場
、
提
携
加
工
業

者
等
の
品
質
・
衛
生
管
理
向
上
に
取
り
組
み
、
食
の

安
全
・
安
心
対
策
に
本
年
度
も
万
全
を
期
し
て
い
き

ま
す
。

（
１
）
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携
加
工

　
　 

業
者
の
品
質
・
衛
生
管
理
レ
ベ
ル
の
向
上

　
　 

に
向
け
た
取
り
組
み
推
進
と
定
期
的
な
工

　
　 

場
点
検
の
継
続
及
び
改
善
指
導
の
強
化

①
ぎ
ょ
れ
ん
総
合
食
品
㈱
は
、
平
成
23
年
度
に
取

得
し
た
I
S
O
2
2
0
0
0
に
よ
る
管
理
を
札

幌
工
場
へ
拡
大
推
進

②
そ
の
他
直
営
工
場
は
、
各
種
H
A
C
C
P
で
の

衛
生
管
理
レ
ベ
ル
の
向
上
に
向
け
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ

2
2
0
0
0
に
準
じ
た
指
導
の
実
施

③
協
力
工
場
、
提
携
加
工
場
に
は
、
定
期
的
な
工

 

3
．
昆
布

系統ブランド資材の商品カタログ

全道昆布の生産量と平均単価推移
数量（トン）
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組
織
強
化
・
広
報
活
動
に
つ
い
て

経
営
体
制
に
つ
い
て

特集 平成25年度ぎょれん事業計画 －後編－

　
世
界
の
鮭
鱒
生
産
量
は

３
０
０
万
ト
ン
を
超
え
る

規
模
と
な
る
な
か
、
近
年
、

道
産
秋
鮭
の
水
揚
げ
は
減

少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
流
通
面
に
お
い
て
は
、

平
成
24
年
度
は
、
競
合
す

る
チ
リ
産
銀
鮭
の
大
量
搬
入
に
よ
り
、国
内
鮭
鱒
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
混
乱
し
、
秋
鮭
の
市
況
低
迷
を
強
い
ら
れ

た
ほ
か
、
輸
出
環
境
も
急
変
し
、
中
国
向
け
輸
出
も

大
き
く
減
少
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
環
境
に
お
い
て
は
、
本
年
度
も
、
関
係

会
員
と
一
体
と
な
っ
た
流
通
対
策
事
業
の
継
続
と
強

化
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
国
内
外
の
動
向
を
的
確

に
掌
握
し
た
中
で
安
定
し
た
消
流
確
保
に
全
力
を
投

入
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
親
対
策

【
国
内
】

　
　
輸
入
鮭
鱒
と
の
競
合
に
よ
り
奪
わ
れ
た
秋
鮭
製

品
の
売
り
場
回
復
に
向
け
た
消
費
拡
大
対
策
の
推

進①
全
国
規
模
で
の
販
促
活
動
強
化
に
よ
る
、
親
製

品
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

②
消
費
者
ニ
ー
ズ
へ
対
応
し
た
骨
取
製
品
の
増
産

（
海
外
加
工
含
む
）

③
簡
便
調
理
商
品
の
開
発

　（
レ
ン
ジ
、
フ
ラ
イ
パ
ン
調
理
等
）

【
輸
出
】

　
　
欧
州
不
況
の
影
響
や
円
高
等
に
よ
っ
て
減
退
し

た
中
国
向
け
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
再
構
築
と
新
た
な
販

路
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

①
中
国
向
け
原
料
輸
出
の
再
構
築
（
青
島
・
大
連
）

②
中
国
以
外
の
原
料
販
売
先
・
委
託
加
工
先
の
開

拓
（
ベ
ト
ナ
ム
等
）

③
欧
米
輸
出
に
向
け
た
市
場
調
査
の
実
施

（
2
）
魚
卵
対
策

　
　
製
品
高
で
消
費
が
減
退
傾
向
に
あ
る
魚
卵
の
消

流
安
定
に
向
け
た
取
り
組
み

①
国
内
の
安
定
流
通
に
向
け
た
年
間
を
通
し
た
販

促
の
継
続

②
海
外
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
に
対
す
る
供
給
等
製

品
輸
出
の
推
進

　
本
道
の
ほ
た
て
漁
業
は
、

近
年
、環
境
変
化（
高
水
温
・

餌
不
足
・
有
害
生
物
の
付

着
）に
よ
っ
て
、成
長
不
良
・

低
歩
留
な
ど
水
揚
げ
の
不

安
定
化
が
顕
在
化
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
流
通
面
に
お
い
て
は
、
国
内
景
気
の
低
迷

に
よ
り
消
費
者
の
購
買
力
は
減
退
傾
向
に
あ
り
、
輸

出
に
つ
い
て
も
円
安
基
調
と
な
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
関
係
行
政
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
安
定
的
な
生
産
体
制
の
構
築
に
向
け
た
取

り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
輸
出
基
盤
整
備
を
更

に
進
め
、
消
費
の
安
定
確
保
と
在
庫
調
整
機
能
と
し

て
の
輸
出
拡
大
策
の
継
続
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
生
産
の
安
定

　
　 

化
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　
貝
の
小
型
化
に
対
応
し
た
重
点
的
な
調
査
研
究

の
推
進

【
北
海
道
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
と
し
て
の
重
点

  

取
り
組
み
事
業
】

①
ホ
タ
テ
ガ
イ
成
長
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

②
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
ホ
タ
テ
ガ
イ
外
海
採
苗
安
定
調

査
お
よ
び
浮
遊
幼
生
自
動
解
析
技
術
開
発

③
貝
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
よ
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
毒
化

実
態
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
試
験

（
2
）
安
定
消
流
可
能
な
原
貝
価
格
形
成
へ
の
取

　
　  

り
組
み

①
原
貝
値
決
め
時
の
製
品
指
標
価
格
の
提
示

②
流
通
対
策
の
実
施
に
よ
る
円
滑
な
消
流
の
確
保

と
原
貝
価
格
の
維
持

③
サ
イ
ズ
組
成
に
即
し
た
内
販
・
輸
出
販
売
戦
略

の
強
化

（
3
）
消
流
安
定
化
に
向
け
た
流
通
対
策
の
強
化

①
国
内
流
通
対
策

ア
．
末
端
実
需
を
見
据
え
た
サ
イ
ズ
別
販
売
戦
略

の
推
進

イ
．
本
会
直
営
工
場
の
生
産
機
能
を
活
用
し
た
新

商
品
開
発
及
び
販
路
開
拓
の
促
進

ウ
．
コ
ン
ビ
ニ
等
へ
の
販
路
開
拓
に
よ
る
乾
貝
柱

の
国
内
シ
ェ
ア
拡
大

②
輸
出
促
進
対
策

ア
．
早
期
に
相
場
形
成
に
よ
る
玉
冷
の
対
米
輸
出
拡
大

④
漁
協
・
マ
リ
ノ
サ
ポ
ー
ト
㈱
と
の
連
携
に
よ
る

組
織
的
普
及
活
動
の
強
化

⑤
昆
布
用
軽
労
化
ス
ー
ツ
の
普
及
・
拡
販

（
３
）
魚
函

　
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
提
案
（
助
宗
向
け
1
ト

ン
タ
ン
ク
、
再
生
ポ
リ
魚
函
等
）
な
ら
び
に
イ
カ

丘
詰
用
撥
水
段
ボ
ー
ル
を
活
用
し
た
新
容
器
開
発

等
、
衛
生
的
容
器
へ
の
代
替
促
進

（
４
）
施
設
関
連
事
業

①
ぎ
ょ
れ
ん
設
計
セ
ン
タ
ー
㈱
と
の
連
携
に
よ
る

漁
協
施
設
整
備
計
画
等
へ
の
総
合
的
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
機
能
の
発
揮
（
積
算
・
補
助
申
請
事
務
）

②
海
水
殺
菌
装
置
代
替
に
向
け
た
全
道
取
り
ま
と

め
実
施

③
会
員
・
生
産
者
向
け
た
省
エ
ネ
・
省
力
化
機
器

（
シ
ス
テ
ム
）
等
の
開
発
普
及

（
５
）
そ
の
他

①
購
販
推
進
委
員
会・漁
協
各
種
部
会
と
の
連
携
強
化

イ
．
海
外
の
水
揚
げ
な
ら
び
に
流
通
状
況
の
早
期

把
握
に
よ
る
迅
速
な
対
応

ウ
．
乾
貝
柱
の
消
流
安
定
化
の
た
め
、
香
港
・
中

国
本
土
等
の
主
要
海
外
市
場
の
消
流
状
況
調
査

と
販
促
事
業
の
継
続
（
競
合
す
る
中
国
産
の
動

向
調
査
を
含
め
た
）

（
4
）
輸
出
環
境
整
備
へ
の
取
り
組
み

①
Ｅ
Ｕ
向
け
輸
出
促
進
対
策

ア
．
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
‐
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

認
定
工
場
の
早
期
拡
大
へ
の
取
り
組
み

イ
．Ｅ
Ｕ
取
扱
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
新
規
販
路

開
拓
な
ら
び
に
Ｅ
Ｕ
輸
出
シ
ェ
ア
の
回
復
へ
の

取
り
組
み

②
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証

ア
．Ｍ
Ｓ
Ｃ
の
認
証
取
得
に
合
わ
せ
た
Ｃ
Ｏ
Ｃ
認

証
の
取
得
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
と
輸
出
体

制
の
整
備

イ
．Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証
の
有
効
活
用
に
よ
る
輸
出
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み

　
昨
年
度
の
道
産
昆
布
の

生
産
は
、
近
年
に
な
い
大

減
産
と
な
っ
た
平
成
23
年

か
ら
は
回
復
見
込
み
に
あ

る
も
の
の
、
中
期
的
な
減

産
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
年
度
よ

り
、
全
道
的
な
昆
布
漁
業
生
産
振
興
に
向
け
た
北
海

道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
の
設
立
を
機
に
、
昆
布
生
産

回
復
に
向
け
た
各
種
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
昆
布
の
消
費
は
依
然
と
し
て
漸
減
傾
向
が

続
い
て
お
り
、
特
に
ダ
シ
向
け
に
つ
い
て
は
消
費
の

低
迷
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
銘
柄
別
の
消
流
状

況
を
充
分
踏
ま
え
、
昆
布
業
界
と
の
連
携
に
よ
る
需

要
回
復
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
1
）
昆
布
漁
業
生
産
の
安
定
に
向
け
た
取
り
組
み

①
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
の
設
立
に
よ
る
具

体
的
取
り
組
み

ア
．
雑
海
藻
駆
除
事
業
拡
充
に
向
け
た
予
算
確
保

へ
の
取
り
組
み

イ
．
道
総
研
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
生
産
回
復
の

た
め
の
調
査
研
究
の
促
進

ウ
．
乾
燥
機
導
入
普
及
な
ら
び
に
協
業
化
の
検
討

エ
．
労
働
力
確
保
・
重
労
働
軽
減
に
関
す
る
取
り

組
み

②
生
産
者
及
び
流
通
・
加
工
業
者
に
よ
る
意
見
交

換
の
実
施

　
昆
布
の
生
産
・
加
工
・
流
通
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
た
懇
談
会
の
実
施

（
２
）
消
費
回
復
に
向
け
た
取
り
組
み

①
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
効
果
的
な
消
流
宣

伝
事
業
の
実
施

②
大
消
費
地
に
重
点
を
置
い
た
需
要
回
復
対
策
の

実
施

③
消
費
量
減
少
が
著
し
い
若
年
層
向
け
食
育
宣
伝

活
動
に
よ
る
需
要
喚
起

④
関
係
業
界
と
の
連
携
に
よ
る
ダ
シ
向
け
以
外
の

用
途
開
発

（
３
）
秩
序
あ
る
輸
入
昆
布
の
取
り
進
め

　
　
道
産
昆
布
の
安
定
流
通
を
基
本
に
、
日
昆
・
全

調
な
ら
び
に
輸
入
相
手
国
と
の
相
互
理
解
に
よ
る

秩
序
あ
る
輸
入
の
継
続
推
進

②
青
年
部
創
立
50
周
年
記
念
を
契
機
と
し
た
各
漁

協
青
年
部
活
動
支
援
、
育
成

（
２
）
浜
と
連
携
し
た
食
育
活
動
、
魚
食
普
及
の
推
進

①
札
幌
市
内
等
で
の
「
出
前
事
業
」「
料
理
教
室
」

の
継
続
実
施

②
道
女
性
連
と
連
携
し
た
道
外
生
協
と
の
組
織
的

連
携
に
よ
る
食
育
活
動
の
強
化
推
進

（
３
）
広
報
活
動
の
充
実

①
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
会
員
な
ら
び
に
一

般
消
費
者
へ
の
情
報
発
信
内
容
の
充
実

②
広
報
誌
「
な
み
ま
る
く
ん
」
を
通
じ
た
各
種
情

報
の
全
道
漁
業
者
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
提
供

　
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
、

本
会
経
営
も
浜
の
厳
し
さ
を
反
映
し
苦
戦
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
本
会
が
浜
の
負

託
に
応
え
、
各
種
対
策
事
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
は
、
安
定
し
た
経
営
の
確
保
と
財
務
基
盤
の
更
な

る
強
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、

経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
債
権
保
全
・

在
庫
管
理
等
の
様
々
な
経
営
リ
ス
ク
の
回
避
に
向
け

管
理
体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
実
践
３
年
目
と
な
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動（
※
）に
つ
い
て

は
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、
社
会
貢

献
活
動
へ
の
参
画
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
中
期
的
事
業
推
進
方
向
の
最
終

年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
年
度
以
降
の
事
業
推
進
の
方

向
性
に
つ
い
て
も
組
織
的
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
本
会
経
営
の
安
定
化
に
向
け
た
経
営
基
盤

　
　 

の
強
化

①
本
会
経
営
基
盤
で
あ
る
共
販
体
制
な
ら
び
に
系

統
利
用
率
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

②
計
画
的
内
部
留
保
に
よ
る
財
務
基
盤
の
強
化
と

会
員
配
当
の
継
続

③
債
権
管
理
・
在
庫
管
理
等
の
経
営
リ
ス
ク
管
理

体
制
の
強
化

（
２
）Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
※
の
実
践
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　
の
推
進

①
法
務
機
能
の
強
化
に
よ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
遵
守
）
の
推
進

②
認
証
取
得
し
た
I
S
O
1
4
0
0
1
に
連
動
す

る
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
の
継
続

③
植
樹
活
動
へ
の
支
援
と
本
会
職
員
の
積
極
的
参

加
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
意
識
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
の
継
続

※
Ｃ
Ｓ
Ｒ（C

orporate S
ocial R

esponsibility

）と
は

　
企
業
の
社
会
的
責
任
。企
業
が
事
業
活
動
に
お
い
て
利
益
を

優
先
す
る
だ
け
で
は
な
く
、顧
客
、株
主
、従
業
員
、取
引
先
、地

域
社
会
な
ど
の
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
利
害
関
係
者
）等

の
関
係
を
重
視
し
な
が
ら
果
た
す
社
会
的
責
任
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。

（
３
）
人
材
育
成
の
強
化
と
労
働
生
産
性
の
向
上

　
　 

に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

①
人
材
育
成
計
画
に
基
づ
く
教
育
研
修
の
推
進

②
業
務
内
容
の
変
化
と
業
務
効
率
化
を
踏
ま
え
た

適
正
人
員
配
置
の
推
進

（
４
）
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
た
設
備
投
資
の
実
施

①
支
店
事
務
所
等
の
老
朽
化
に
伴
う
計
画
的
施
設
整
備

②
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
直
営
工
場
体
制
の
見

直
し
と
計
画
的
施
設
整
備

（
５
）
関
連
会
社
と
の
一
体
的
経
営
の
推
進

①
関
連
会
社
と
の
人
事
交
流
の
推
進

②
本
会
と
一
体
と
な
っ
た
浜
に
対
す
る
機
能
発
揮

に
向
け
た
取
り
組
み

③
関
連
会
社
に
対
す
る
経
営
統
括
管
理
に
基
づ
く

健
全
経
営
の
確
保

場
点
検
と
各
工
場
の
実
態
に
あ
わ
せ
た
改
善
指

導
の
実
施

（
２
）
全
道
漁
協
職
員
向
け
衛
生
管
理
指
導
の
実
施

①
組
合
自
営
工
場
担
当
者
へ
の
衛
生
管
理
研
修
の

実
施

②
全
道
ブ
ロ
ッ
ク
別
一
般
職
員
向
け
衛
生
管
理
研

修
会
の
開
催

（
３
）
商
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
や
表
示
適
正
化

　
　 

に
向
け
た
取
り
組
み

①
本
会
取
扱
商
品
の
表
示
内
容
適
正
化
な
ら
び
に

商
品
仕
様
書
の
一
元
管
理
に
向
け
た
取
り
組
み

の
推
進

②
表
示
適
正
化
に
向
け
た
本
会
・
グ
ル
ー
プ
職
員

の
「
食
品
表
示
検
定
」
資
格
取
得
の
推
進

　
道
産
水
産
物
は
国
内
需
要
の
減
退
か
ら
魚
価
の
低

迷
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
輸
出
事
業

は
魚
価
の
安
定
に
お
い
て
需
給
調
整
機
能
を
発
揮
し

て
き
ま
し
た
が
、
昨
今
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
風
評

被
害
、
為
替
変
動
、
政
情
動
向
等
の
影
響
か
ら
不
透

明
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
国
内
消
費
の
拡
大
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
関
係
団
体
・
協

議
会
と
連
携
し
た
宣
伝
・
販
促
活
動
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
食
育
事
業
に
よ
る
需
要
の
掘

り
起
し
を
図
り
、
販
促
事
業
と
一
体
と
な
っ
た
事
業

も
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
宣
伝
・
販
促
事
業

①
対
象
魚
種
の
消
費
特
性
を
訴
求
し
た
宣
伝
事
業

の
推
進
な
ら
び
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
の
拡
充

②
大
手
調
味
料
メ
ー
カ
ー
等
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
事

業
の
強
化
に
よ
る
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
提
案
と
国

内
外
で
の
消
費
拡
大
の
推
進

③「
道
産
水
産
物
流
通
安
定
対
策
協
議
会
」（
※
）

と
の
連
携
に
よ
る
道
産
鮮
魚
貝
類
の
地
産
地

消
・
魚
食
普
及
の
強
化
及
び
全
国
規
模
で
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
へ
の
取
り
組
み

※「
道
産
水
産
物
流
通
安
定
対
策
協
議
会
」と
は

　
東
日
本
大
震
災・福
島
原
発
事
故
に
よ
る
道
産
水
産
物
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、札
幌
市
中
央
卸
売
市
場・札
幌

市
場
荷
受
２
社
・
本
会
に
加
え
、道
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
立

ち
上
げ
た
協
議
会
。道
産
鮮
魚
流
通
の
円
滑
化
を
図
り
地
産

地
消
を
推
進
す
る
た
め
、各
種
販
促
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
食
育
事
業

①
道
産
水
産
物
の
優
位
性
を
訴
求
し
た
メ
ニ
ュ
ー

作
り
に
よ
る
料
理
教
室
の
実
施

②
全
国
の
生
協
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
料
理
教

室
の
開
催
、
魚
食
普
及
の
推
進
と
販
促
事
業
と

の
連
携
に
よ
る
消
費
拡
大
へ
向
け
た
取
り
組
み

③
次
世
代
の
消
費
者
で
あ
る
小
学
生
や
幼
稚
園
児

を
対
象
と
し
た
食
育
教
室
の
実
施
拡
大

　（
親
子
料
理
教
室
、学
習
会
、給
食
へ
の
食
材
提
供
等
）

④
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
道
産
水
産
物

の
認
知
度
向
上
と
連
携
し
た
食
育
の
情
報
発
信

　
近
年
、
浜
の
世
代
交
代
が
進
む
な
か
、
組
合
員
の

協
同
組
合
意
識
の
希
薄
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

漁
協
系
統
運
動
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
組
織
結
集
率

の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
本
道
漁
業
の
未
来
を
担

う
若
手
漁
業
者
に
対
し
、
協
同
組
合
意
識
の
啓
発
を

強
く
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
２
年
の
国
際
協
同
組
合
年
を
契
機

に
、
協
同
組
合
間
の
提
携
を
よ
り
強
化
す
る
と
と
も

に
、
漁
協
青
年
部
・
女
性
部
活
動
と
の
連
携
を
深
め
、

食
育
・
魚
食
普
及
活
動
の
輪
を
拡
げ
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
組
織
強
化
活
動

①
漁
協
購
販
推
進
委
員
長
へ
の
協
同
組
合
運
動
意

識
調
査
に
基
づ
く
購
販
活
動
と
一
体
と
な
っ
た

協
同
組
合
運
動
啓
発
活
動
の
推
進

　
厳
し
い
漁
業
環
境
が
続
く
な
か
、
石
油
製
品
価
格

が
高
騰
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
漁
業
資
材
の
価
格
も
高

止
ま
り
傾
向
に
あ
る
な
ど
漁
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。

　
系
統
購
買
事
業
の
充
実
に
よ
り
、
燃
油
の
取
扱
体

制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材

の
普
及
拡
大
を
核
と
し
た
漁
業
経
営
コ
ス
ト
削
減
の

取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
石
油
製
品

①
系
統
利
用
率
の
更
な
る
向
上
に
よ
る
仕
入
な
ら

び
に
価
格
牽
制
機
能
の
強
化

②
共
有
燃
油
施
設
自
主
検
査
の
充
実
、
計
画
的
修

繕
に
よ
る
施
設
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

③
漁
協
職
員
を
対
象
と
し
た
、
燃
油
保
安
監
督
者

研
修
の
実
施

（
２
）
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材

①
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
普
及
拡
大
に
よ
る
価
格
低

減
化
へ
の
継
続
的
取
り
組
み

②
価
格
競
争
力
強
化
に
よ
る
全
道
に
お
け
る
シ
ェ

ア
拡
大

③「
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
評
価
推
進
委
員
会
」
活
動

の
強
化
に
よ
る
地
区
需
要
・
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

新
商
品
・
新
仕
様
品
開
発
へ
の
組
織
的
取
り
組
み

　（
サ
ン
マ
船
用
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
・
ベ
ト
ナ
ム

製
養
殖
籠
・
G
K
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
プ
・
ゴ
ム
製

品
等
新
製
品
開
発
普
及
）

②
購
買
専
門
委
員
会・全
道
漁
協
購
買
事
業
推
進
会

議・地
区
漁
協
購
買
担
当
者
会
議
の
継
続
開
催

③
全
道
漁
協
担
当
者
海
外
視
察
研
修
の
再
開
、
展

示
即
売
会
開
催
や
各
種
部
会
へ
の
積
極
的
参
加

④「
購
買
情
報
」の
適
宜
発
行
に
よ
る
タ
イ
ム
リ
ー

な
購
買
関
連
情
報
伝
達

　
消
費
者
の
食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

る
な
か
、
製
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
や
表
示
の
適
正

化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
一
段
と
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
本
会
直
営
工
場
、
漁
協
工
場
、
提
携
加
工
業

者
等
の
品
質
・
衛
生
管
理
向
上
に
取
り
組
み
、
食
の

安
全
・
安
心
対
策
に
本
年
度
も
万
全
を
期
し
て
い
き

ま
す
。

（
１
）
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携
加
工

　
　 

業
者
の
品
質
・
衛
生
管
理
レ
ベ
ル
の
向
上

　
　 

に
向
け
た
取
り
組
み
推
進
と
定
期
的
な
工

　
　 

場
点
検
の
継
続
及
び
改
善
指
導
の
強
化

①
ぎ
ょ
れ
ん
総
合
食
品
㈱
は
、
平
成
23
年
度
に
取

得
し
た
I
S
O
2
2
0
0
0
に
よ
る
管
理
を
札

幌
工
場
へ
拡
大
推
進

②
そ
の
他
直
営
工
場
は
、
各
種
H
A
C
C
P
で
の

衛
生
管
理
レ
ベ
ル
の
向
上
に
向
け
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ

2
2
0
0
0
に
準
じ
た
指
導
の
実
施

③
協
力
工
場
、
提
携
加
工
場
に
は
、
定
期
的
な
工

ぎょれん品質管理部による工場点検の様子
ぎょれんホームページ

宣
伝
・
販
促
事
業
及
び
食
育
事
業

購買 189

利用 1

特別 7

［単位：億円］

平成25年度事業別取扱計画

総取扱計画

億円
2,820

販売 2,623

市場扱 1,700

製品扱 923

7　| |　6
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組合の新施設が完成しました

宗谷の海味のロゴが色鮮やかな工場外観。全長は150ｍ
を超えます。

港側から見た施設。直売所「産直工房きたる」の外壁には、
特産の甘えび、ほたて、たこの写真が並び、来店を誘います。

　
宗
谷
漁
協
の
干
貝
柱
工
場
は
、旧
工
場
の
老
朽

化
か
ら
、国
の
補
助
を
受
け
て
全
面
的
に
建
て
替

え
が
行
わ
れ
、４
月
か
ら
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
新
工
場
の
広
さ
は
１
・
５
倍
、
新
た
な
設
備

も
多
数
導
入
さ
れ
、
製
造
能
力
が
大
幅
に
ア
ッ

プ
。
今
ま
で
原
貝
処
理
で
一
日
平
均
約
40
ト
ン

だ
っ
た
の
が
、
60
ト
ン
ま
で
受
け
入
れ
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
各
部
屋
に
は
除
湿
機
を
完
備

し
て
湿
気
対
策
に
万
全
を
期
し
た
ほ
か
、
最
新

の
焙
乾
機
や
低
温
で
の
除
湿
乾
燥
が
可
能
な
空

気
制
御
乾
燥
装
置
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、

製
造
期
間
の
短
縮
や
、
品
質
の
向
上
も
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
対
応
が
可
能
な

加
工
室
も
設
け
て
お
り
、
今
後
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

の
取
得
に
向
け
て
準
備
を
行
う
と
と
も
に
、
ほ

た
て
ソ
フ
ト
貝
柱
や
ほ
た
て
耳
を
使
っ
た
加
工

品
、
特
産
の
も
ず
く
の
加
工
品
の
製
造
な
ど
に

活
用
し
て
い
く
予
定
で
す

　
北
る
も
い
漁
協
（
羽
幌
町
）
の
荷
捌
施
設
・

事
務
所
・
直
売
所
が
羽
幌
港
中
央
ふ
頭
に
場
所

を
移
し
、
３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
施
設
の
建

設
に
は
、
国
や
４
町
村
（
天
塩
・
初
山
別
・
羽

幌
・
苫
前
）
の
補
助
を
受
け
て
お
り
、
漁
協
は

町
や
商
工
会
な
ど
と
共
に
立
ち
上
げ
た
協
議
会

で
、
施
設
建
設
の
目
的
で
あ
る
「
漁
村
の
魅
力

向
上
」
と
「
六
次
産
業
化
」
に
つ
い
て
、
協
議

を
重
ね
な
が
ら
、
建
設
を
推
進
し
ま
し
た
。
す

ぐ
隣
に
は
、
同
時
期
に
新
し
く
な
っ
た
フ
ェ

リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
り
、
は
ぼ
ろ
温
泉
サ
ン

セ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
と
漁
協
、
フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
一
線
に
結
ば
れ
た
立
地
は
、
羽

幌
の
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
２
階
に
あ
っ
た
漁
協
事

務
所
が
１
階
に
な
り
、
荷
捌
施
設
と
直
結
。
相

互
の
行
き
来
が
容
易
に
な
る
な
ど
、
利
便
性
が

向
上
し
ま
し
た
。
荷
捌
施
設
に
は
、
外
気
を
遮

断
す
る
高
速
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
低
温
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
最
新
の
設
備
が
整
っ
て

い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
目
玉
は
、
直
売
所

「
産
直
工
房
き
た
る
」
の
開
設
で
す
。

羽
幌
町
だ
け
で
は
な
く
、
北
る
も
い

漁
協
が
あ
る
４
町
村
の
鮮
魚
や
加
工

品
を
幅
広
く
取
り
扱
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
顧
客
情
報
の
整
備
に
基
づ
く

情
報
発
信
も
予
定
し
て
お
り
、
販
売

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
Ｐ
Ｒ
拠
点
と

し
て
も
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

原貝は屋外のコンベアで上に送られ、
工場内の原貝庫に投入されます。流れ
は全て自動化され、大幅な省力化に。

洗浄後、スチーマーで一番煮が行われたほたて貝。
脱貝機の振動により、貝殻が外されます。

丸みを帯びた優しい形のカウン
ターが出迎える、広 と々した漁協
事務所。

漁協事務所の入口を分かりやすく示す、
外の立看板。

バーナーの前についた
羽が動き、温度のム
ラが少なく、効率的
に乾燥できる高温
焙乾機。約１時間か
かっていた工程が、
40分に短縮。以前は
2台だった台車も８台
入ります。

生産量の増加により、耳取り作業のスタッ
フも増員しています。 荷捌所の面積は、従来比１．5倍、天井も高くなり、採光も充分。

左側がカーテンで仕切る低温スペース。夏場の鮮度保持に
役立ちます。帰港後すぐに漁に出
る漁師さんのためのシャワー室や、
合羽乾燥室も新設されました。

２０トンと４０トンの組合せが２列に並ぶ
原貝庫。１列（計60トン）が当日処理用、
もう１列に明日処理分を受け入
れることができます。写真は製造
ラインに向けて降りていく４０トン
の原貝庫を撮影。

北るもい漁協
荷捌施設・事務所・直売所
漁村の魅力向上と、六次産業化を目指す

宗谷漁協
干貝柱工場
干貝柱の製造・品質の向上を目指す

取材時は、４月２４日のオープ
ンに向けた準備の真っ最中。
店内には活魚用の水槽が並
び、バックヤードで甘えびのパ
ック詰めが行われていました。

稚貝の出荷の最盛期を迎え、活
気づく浜。施設をご案内いただい
た蝦名専務もフォークリフトに乗
り、大忙し。

施設をご案内いただ
いた佐藤工場長は、
新設備に合った製
造法や稼働計画な
どを考え、「やりがい
と一層の責任を感じ
ます」と教えてくれま
した。

直売所「きたる」 荷捌施設（卸売市場）

漁協事務所

焙乾されたばかりのほたて。

山川組合長 今組合長

直売所「産直工房きたる」のロゴマーク。店
名にはさまざまな思いが込められています。

完成間もない、北るもい漁協、宗谷漁協の新施設を取材しました。

低温でじっくり乾燥できる空気制御乾燥装
置を新たに２機導入。タイマー付なので、夜
間の乾燥にも利用が可能です。

今後、新設された加工室で製造予
定のソフト貝柱。9　| |　8
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　次のクロスワードを完成させ、○印に当たる言葉をうまく並べて
ください。野山に新緑が萌ゆる５月。心地よい春の風を感じながら、
ハイキングや登山など屋外でのレジャーが楽しめる季節です。

くわしい応募方法は、１７ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

1 2 3

7

10

14 15

1716

13

20 21

22

1211

8 9

54

6

解 答 となります。

間違いは5つです。

※答えは17ページにあります。

地下室にはついていない、採光や換気のための開口部
四畳半や六畳はコレの数
食材を煙でいぶした保存食
ボンゴレスパゲティに必ず入っている貝
1日も休まず出席・出勤「○○○○賞」
リレー競技で最後に走る人
豆乳の表面に浮かぶ皮
レフト⇔
生命線や頭脳線などで占います
カラフルはコレがたくさん
鉄道車両の通り道
箱根や草津といえば、コレが有名
野球やクリケットで球を打つ際に使う用具
ポルトガルの首都

①
②
③
④
⑤
⑦
⑨
⑩
⑪
⑬
⑮
⑰
⑱
⑳

①
③
⑥
⑧
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑯
⑰
⑲
㉑
㉒

腕や膝でも代用できる寝具
「天○○」は天ぷらがのったご飯もの、「○○天」は曇り空
頭から尻尾まであんこが詰まったお菓子の魚
結婚を希望する男性と女性が、第三者の仲介で対面すること
アフリカ発祥の木琴
コンクリートをつくるための原料
鳥取県にある砂の大地
遮光・防音・間仕切りなどを目的として部屋に吊り下げて使う布
衣類のシワをのばす家電
百獣の王
珠を移動して計算する道具
風をおこす折りたたみ式和装小物
調味料の「さ」といえば？
市場などで複数の買手で価格を競争するもの

○印に当たる言葉を
うまく並べてください。

18

19

4月号の解答と当選者
シンセイカツ

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

川村　康子さん
鈴木　忠昭さん
三上　澄子さん
合田　純子さん
葛西みゆきさん

福 島 町
浜 中 町
厚 真 町
根 室 市
枝 幸 町

クロスワードパズル

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ コ の カ ギ

頭すっきり!! ブレイクタイム Break Time

1 2 3

7

10

14 15

17

16

13

20 21 22

23

1211

8 9

54

6

18

19

ラ
ライア イク

ゴ セマ ツ ンケ
ブ

ミツ キ ソツ
ローリベ エ ト フ

トツ イ ウケ
コ カ オカーシ
ウ キー ンオ ケグ

ラワルセン ド

 「浜の家族物語」では、「なみまるくん」の表紙に
登場いただいたご家族を紹介します。今回は、西網
走漁協の山本さんご一家です。
　
働いてみてわかった両親の大変さ
 　　網走市の西方、秋にはサンゴ草で湖岸一帯が赤
く染まる能取湖。その南岸の卯原内地区で代々漁
業を営む山本家の3代目剛史さんは、年間を通じて
湖内でのほたて稚貝養殖をメインに、夏はえび籠
漁、秋には共同で特別採捕の定置網漁に従事して
います。
 「デスクワークよりも体を動かして働くのが自分に
合っている」と漁師の道を志し、網走南ヶ丘高校卒
業後の半年間、稚内の漁業研修所で学びました。高
校時代は、部活動のサッカーに熱中し、実家の手伝
いはしなかったという剛史さんですが、「働いてみて
初めて、両親の仕事の大変さがわかった。」と当時を
振り返ります。３年前に正組合員となって独立し、
稚貝の出荷や共同の定置網漁以外は全て、一人で沖
での作業をしています。
　最近の高水温傾向に、稚貝の管理には特に気を
使っているという剛史さん。夏から秋の養殖開始前
に、卯原内地区18軒の漁家が交代で測定する湖内の
水温や酸素濃度のデータを基に、稚貝のザブトン籠
を吊るす桁の高さを決めているそうです。

家族との旅行を目標に仕事にも精が出ます
 　　元西網走漁協職員の雅美さんは、浜の仕事のこと
は知っていたそうですが、「朝が早いことやアルバイ 
トで働いてくれる人を集めるのは結構大変でした。」
と話します。紗愛ちゃんが保育園に通うようになっ
た今年からは、本格的に稚貝の出荷や養殖資材の修
繕、えびの選別などの陸仕事を中心に手伝い、剛史
さんを支えます。今春から中学生になった長男大翔
くんは、明るく、好奇心旺盛な性格。部活動では新
たに卓球に挑戦します。お手伝いもよくしてくれる
頼りになるお兄さんです。スキーをするのが好きだ
と教えてくれた小学4年生の長女望愛ちゃんは、何事
にも一生懸命な頑張り屋さん。ピアノとバレーボー
ルを習っています。今年から保育
園に入園した次女紗愛ちゃんは山
本家の癒し系。家族からの愛情を
受けてすくすくと成長しています。
 「趣味は旅行かな。」と話す剛史
さんは、今春、家族で沖縄に行き
ました。「また沖縄に行きた
い。」と盛り上がる子ども達を見
ながら「毎年とは言わないけど、
また家族で旅行に行けるようにと
思えば、仕事も頑張れるよ。」と
話す笑顔が、とても印象的でした。

西網走漁協 山本さんご家族
家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。

【山本さんご一家】　山本剛史さん（37歳）、雅美さん（３7歳）、大翔くん（12歳）、望愛ちゃん（9歳）、紗愛ちゃん（3歳）
の  あ さ  えつばさ
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受付の奥の事務所
には、多くのスタッフ
の姿が。

（※写真1）
札幌市内を中心に83万部
配布されているフリーペー
パー「ふりっぱー」と協力し、
高齢者向けのページを企
画。「シニアのための法律
相談所」と題したコラムも
執筆されています。

花が多く、落ち着ける
雰囲気の個別相談
フロア。

社
会
の
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
り
、

企
業
の
顧
問
弁
護
士
が
果
た
す

役
割
も
、
日
常
的
に
。

　
今
は
社
会
の
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
と
い
う

言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
企
業

の
側
で
も
「
よ
ほ
ど
困
っ
た
と
き
に
相

談
す
る
の
が
顧
問
弁
護
士
」
と
の
認
識

が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ぎ
ょ
れ
ん
さ
ん
と
の
顧
問
契
約
に
基

づ
き
行
っ
て
い
る
仕
事
の
ひ
と
つ
が
、

契
約
書
の
内
容
の
事
前
確
認
で
す
。
過

去
に
交
わ
し
た
契
約
書
に
つ
い
て
も
、

法
律
の
改
正
に
よ
る
不
備
が
な
い
か
ど

う
か
確
認
を
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
が
最
も
厳
し

い
の
は
、
監
督
官
庁
や
内
部
監
査
が
厳

し
い
金
融
機
関
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、

今
は
、
ぎ
ょ
れ
ん
さ
ん
を
は
じ
め
と
し

て
、
あ
る
程
度
の
規
模
の
組
織
で
は
、

普
通
の
こ
と
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

社
会
の
シ
ス
テ
ム
の
変
化
は
、

法
律
に
も
反
映
。

　
現
代
は
一
言
で
言
う
と
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
社
会
、
そ
し
て
、
自
由
競
争
の
世

の
中
で
す
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法

冷
順
守
）
と
い
う
言
葉
も
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
欧
米
の

ル
ー
ル
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
で
は
、
多
様
な

価
値
観
の
な
か
で
仕
事
を
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
未
だ
に
ワ

イ
ロ
が
横
行
し
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す

の
で
、「
法
律
を
守
り
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
概
念
は
一
見
当
た
り
前
と
思
い
が

ち
で
す
が
、
き
ち
ん
と
ル
ー
ル
化
す
る

こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
企
業

の
場
合
で
言
う
と
、
経
営
の
透
明
性
や

厳
密
な
契
約
の
締
結
な
ど
、
公
正
さ
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
公
正
な
社

会
を
担
保
す
る
た
め
に
法
律
も
ど
ん
ど

ん
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
下
請
け
に
対
す
る
優
越
的

地
位
の
乱
用
を
禁
じ
る
「
下
請
代
金
支

払
遅
延
等
防
止
法
（
略
し
て
「
下
請

法
」と
呼
ば
れ
る
）」
は
、
平
成
21
年
の

改
正
で
、
適
用
基
準
が
非
常
に
厳
し
く

な
り
ま
し
た
し
、
平
成
13
年
に
制
定
さ

れ
た
「
消
費
者
契
約
法
」
な
ど
、
消
費

者
を
保
護
す
る
法
律
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
自
由
競
争
の
世
の
中
で
は
、

放
っ
て
お
く
と
、
強
者
の
弱
者
い
じ
め

が
露
骨
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
れ
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
法
律
の
整
備
が
な
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　
知
ら
ず
知
ら
ず
に
、
自
分
の
組
織
の

行
動
が
法
律
違
反
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

あ
る
い
は
逆
に
、
他
社
と
の
取
引
の
な

か
で
不
利
益
を
被
る
契
約
内
容
に
な
っ

て
い
な
い
か
？
。
ぎ
ょ
れ
ん
さ
ん
で
は
、

そ
の
よ
う
な
確
認
作
業
に
危
機
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
れ
が
私

達
へ
の
依
頼
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

弁
護
士
事
務
所
は
チ
ー
ム
の
力

の
結
集
で
す
。

　
私
達
の
事
務
所
は
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ

な
事
務
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
お
話
し
た
内
容
は
「
企
業
法
務
」

と
呼
ば
れ
る
分
野
で
す
が
、
個
人
の
仕

事
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
、
私
の
事

務
所
は
創
立
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
、
弁
護
士
は
13
人
い
ま
す
。
マ
ン

パ
ワ
ー
が
あ
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

が
で
き
ま
す
の
で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積

さ
れ
、
企
業
・
個
人
問
わ
ず
、
多
く
の

ご
相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
法
律
家
は
、
個
人
で
動
く
と
誤
解
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
法
律
事
務

所
と
は
、
実
は
「
チ
ー
ム
」
そ
の
も
の

で
す
。
法
律
の
専
門
家
と
し
て
複
数
の

弁
護
士
が
協
力
す
る
力
と
、
資
料
集
め

や
下
調
べ
を
す
る
職
員
の
力
、
そ
れ
ら

が
ひ
と
つ
と
な
っ
て
初
め
て
パ
ワ
ー
を

発
揮
し
ま
す
。

人
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
、

２
つ
の
大
切
こ
と
。

　
弁
護
士
と
し
て
私
が
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、

法
律
の
専
門
家
な
の
で
、
法
の
知
識
を

し
っ
か
り
持
つ
こ
と
で
す
。
も
う
ひ
と

つ
は
ぶ
れ
ず
に
、
人
に
対
し
て
き
ち
ん

海ひと夢 インタビュー

　今月は、ぎょれんと顧問契約を結んでいる小寺・松田法
律事務所の代表弁護士、小寺正史さんにお話を伺います。
　ぎょれんでも積極的に取り入れているコンプライアンス（法
令順守）など、現代は、新しい物の考え方が増え、社会そ
のものも変化しています。伴う法律の変更もあるため、「弁
護士が果たす役割が、より日常的になってきている」と話す
小寺さん。弁護士としてのさまざまなお話を伺いました。

と
対
応
す
る
、
誠
実
で
あ
る
こ
と
で
す
。

弁
護
士
は
依
頼
者
の
立
場
で
お
話
を
し

ま
す
か
ら
、
対
立
す
る
相
手
に
言
う
べ

き
と
き
は
言
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
法
律
家
の

立
場
で
お
話
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、

社
会
や
人
間
と
し
て
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
に
則
っ
て
相
手
の
方
に
も
誠
実
に
対

応
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
誠
実

に
対
応
す
れ
ば
、
対
立
す
る
相
手
で

あ
っ
て
も
、
こ
ち
ら
の
話
を
聞
い
て
納

得
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
誠

実
な
対
応
の
積
み
重
ね
が
、
信
頼
に
変

わ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
高
齢

者
の
悩
み
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
全
国
の
全
て
の
弁
護
士
と
弁
護
士
会

で
組
織
す
る「
日
本
弁
護
士
連
合
会（
日

弁
連
）」は
、
法
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
課

題
や
問
題
解
決
に
取
り
組
む
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
が
以
前
、
日
弁
連

の
副
会
長
を
務
め
た
際
に
取
り
組
み
始

め
た
の
が
、
高
齢
者
問
題
で
す
。
高
齢

者
が
抱
え
る
悩
み
や
不
安
の
解
消
に
少

し
で
も
弁
護
士
が
役
に
立
て
る
よ
う
に
、

常
々
活
動
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
今
も
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
り
、

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー（※

写
真
１
）と
協
力

し
、
毎
号
、
高
齢
者
向
け
の
ペ
ー
ジ
を

作
り
、
企
画
や
コ
ラ
ム
の
提
供
を
行
っ

た
り
、
老
人
会
な
ど
に
交
通
費
と
資
料

代
程
度
で
講
演
に
出
向
い
た
り
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
見
聞
き
し
た

方
か
ら
、
相
談
し
た
い
と
連
絡
を
受
け

る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
場
合
に
は
、
先

ず
は
話
を
聞
き
ま
し
ょ
う
、
と
お
会
い

し
ま
す
。

　
高
齢
者
の
悩
み
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
例

え
ば
、
奥
さ
ん
に
は
世
話
に
な
っ
た
か

ら
、
奥
さ
ん
に
多
く
財
産
を
残
す
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
と
か
、
自

ら
の
終
末
医
療
に
対
し
て
書
置
き
を
残

し
た
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま
た
、

自
分
の
会
社
が
倒
産
し
た
か
ら
奥
さ
ん

と
離
婚
し
た
と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
し

た
。
い
や
、
離
婚
し
て
も
何
に
も
な
ら

な
い
よ
と
教
え
る
と
、
そ
う
だ
っ
た
ん

で
す
か
と
び
っ
く
り
し
て
、
再
婚
し
て

元
に
戻
っ
た
、
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
弁
護
士
は
敷
居
が
高
い
と
思
う
方
も

多
い
の
で
す
が
、
病
気
と
同
じ
で
専
門

家
の
見
立
て
は
大
事
な
ん
で
す
よ
ね
。

間
違
っ
た
知
識
で
進
ん
で
し
ま
う
と
余

計
に
こ
じ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
「
な
み
ま
る
く
ん
」
を
見
た
と
言
っ

て
も
ら
え
れ
ば
、
い
い
で
す
よ
。
困
っ

た
と
き
に
は
、
電
話
で
も
気
軽
に
相
談

に
の
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

小寺　正史さん
まさこ でら し

弁護士法人  小寺・松田法律事務所 弁護士

困
っ
た
と
き
に
は
相
談
を
。

専
門
家
の
手
助
け
が
あ
る
と
不
安
が

解
消
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

昭和25年、幕別町生まれ。北海道大学法学部を卒業し、昭
和52年司法試験合格。昭和58年、小寺正史法律事務所を
開設。平成14年に現事務所に改組。毎朝のウォーキングと、
新聞の書評欄からジャンルを問わず選ぶ読書が趣味。

Profile

札幌市中央区大通西10丁目 南大通ビル６階
電話 ０１１－２８１－５０１１
http://www.kmlaw.jp
札幌のほか、岩見沢、滝川、苫小牧にも事務所を開設
しています。

弁護士法人 小寺・松田法律事務所
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　4月19日（金）、札幌市の第2水産ビル8階会議室において、福島
原発事故損害賠償請求（鮮すけとうだら）に係る説明会が行われ、
東京電力株式会社（以下、東電）から賠償額約11億2800万円の
回答がありました。
　昨年9月、ぎょれんが窓口となり、平成23年度のすけとうだらの
水揚げ道内44漁協分、約12万9千トンを対象に、前年との価格差
から算定した約16億8千万円を東電に請求。昨年12月、札幌で開
催した説明会では、東電は北海道が政府の風評被害の対象県に指定
されていないことなどを理由に賠償に難色を示したことから、漁業
者の代表が東電に対し、風評被害の実態などを訴え再考を要求しま
した。ぎょれんは東電と協議を継続するなかで、改めて、東電より
一定の算定式に基づく今回の賠償金額が示されました。参加者で東
電の回答を協議した結果を受け、代表してぎょれんの櫻庭会長は東
電に対し、「今回提示を受けた賠償額については了承する。また平
成24年度以降についても適宜請求させていただく。」と回答しま
した。
　北海道漁業環境保全対策本部の平野本部長（えりも漁協組合長）
は4月5日に東電が起こした汚染水の漏えいについて、「汚染水が
再び漏れたという報道があったが、言い方は悪いかもしれないが、
意図的に行っていると思わざるを得ない。海に汚染水を一滴たりと
も流してもらっては困る。東電は、危険なものを取り扱っていると
いう認識がないのか。」と一喝。「原発事故以来、すべての魚種の
価格が安くなっているのが現状。また、円安で輸入原油価格や漁網
も値上がりしている。我々漁業者は死ねと言われているようなもの
だ。」と訴えました。最後に「汚染水を1滴たりとも海に流さない
という強い決意で対応願いたい。」と、東電側に強く抗議しまし
た。

02

03

　4月2日（火）～4日（木）の3日間、札幌市の第2水産ビルにおいて、
ぎょれんの主催による平成25年度全道漁協新採用職員研修会が行わ
れました。今年度道内の漁協に採用された職員47名が参加し、研
修初日は開講式のあと、ぎょれん指導教育部冨田部長からの漁業・
漁協をめぐる情勢についての講演、指導教育部から漁協のあらまし
や漁協簿記に関する講義を受け、漁協職員に必要な基礎知識を集中
的に学びました。
　2日目は参加者が8つのグループに分かれて、㈱人事マネジメン
ト研修所の宮島氏から、社会人に必要な規律や責任、ビジネス文書
の書き方などを学びました。「社会人としての心構え」に関する課
題には、グループで話し合いながら取り組む作業を通じ参加者同士
の交流も深まります。午後は職場を想定した敬語や言葉遣い、名刺
交換やお茶の出し方の練習を行い、ビジネスマナーの基礎を身につ
けました。最終日には早朝に札幌中央卸売市場を見学し、中央市場
の役割を勉強。在札系統団体の事務所を訪れ、漁協系統の役割も確
認していました。
　3日間の研修を終えた受講生は、「今まで漠然としていた漁協職
員に必要な知識や社会人としてのマナーがわかり、また同じ時期に
漁協職員となった全道各地の仲間とも親交を深めることも出来て良
かった。早く1人前の職員になれるように頑張ります。」と充実し
た研修を振り返り、それぞれの職場へと戻っていきました。

平成25年度全道漁協新採用職員研修会を開催

仲間と共に漁協職員として必要な
知識やマナーを学びました

今回の賠償について説明する橘田部長ら東京電力
の担当者

平野本部長から決して汚染水を海に流すことが無い
よう強く訴えました

受講生同士で名刺の受け方と渡し方をチェックし合
いました

講師から教わったお茶の出し方を練習してみる受
講生

01
　4月２日（火）から10日（水）にかけて、ぎょれんは２班に分かれ
て各地区組合長会議に出席し、平成２4年度決算見込み並びに剰余
金処分案、平成25年度の事業計画案等について説明、意見を交わ
しました。
　今年度は、平成２3年度に策定した3カ年に渡る「中期的事業推
進方向」の最終年度に当たります。グローバル戦略の強化や人づく
り・物づくり・ネットワークづくり等を目標とする事業計画案の詳
細を説明。また、今年度は政権交代後の株価回復・円安基調による
デフレ脱却と消費回復に期待がかかる一方で、燃油価格の高騰が漁
業経営を圧迫し、政府のＴＰＰ交渉参加表明による貿易自由化問題
が正念場を迎えるなど本道漁業を取り巻く環境が依然として厳しい
ことを踏まえ、燃油高騰対策と水産貿易問題が議題として上程され、
今後の対応策が話し合われました。

全道各地で地区組合長会議開催

「中期的事業推進方向」の最終年度に当たる
今年度の事業計画案が協議されました

今回寄せられたご意見を基に今年度の事業計画
案を取りまとめます（写真は４月１０日開催の小樽
地区組合長会議）

福島原発事故損害賠償請求に係る説明会を開催

汚染水の漏えいについて強く抗議しました

なみまるインフォメーション
information

　
本
会
代
表
監
事
、
鈴
木
誠
標
津
漁
協

組
合
長
が
、
４
月
10
日
午
後
９
時
45
分

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
70
歳
。

　
鈴
木
組
合
長
は
、
平
成
二
十
年
に
、

本
会
代
表
監
事
に
就
任
さ
れ
、
本
会
及

び
関
連
会
社
十
社
の
監
査
業
務
に
、
多

大
な
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
秋
に
体
調
を
崩
さ
れ
、
入
院
療

養
生
活
を
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
早

期
の
回
復
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
４
月
10
日
、
容
体
が
急
変
し
、
残

念
な
が
ら
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
鈴
木
組
合
長
の
ご
冥
福
を
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
代
表
監
事

鈴
木
標
津
漁
協
組
合
長 

ご
逝
去
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　３月２５日から管内最大の取扱であ
るほたて稚貝の出荷が始まりました。
４月21日現在、累計出荷数は計画の
46％の約4億6,700万粒です。浜で
は、各漁家から稚貝が次々と出荷さ
れ、稚貝を運搬するリフト、トラックが
行き交い、活気に溢れています。一
時、時化が続いた影響もあり、出荷
ペースは例年を下回っていますが、今
後の出荷に期待しています。　

　オホーツク海地区では、流氷が影響
した昨年と異なり、毛がに籠漁の水揚
げが順調です。漁場造成中の帆立は、
昨年よりやや歩留りが低く小型で、今
後の動向に注視が必要です。日本海地
区ではなまこの水揚げが始まり、価格
は一昨年並の高値で推移しています。
また、礼文ではむらさきうに漁も始ま
りました。雪が溶け、温かくなりました
が、安全操業と豊漁を願っています。

　オホーツク海にも少しずつ春の兆し
が感じられるようになりました。ほた
ての漁場造成は順調に進んでおり、底
曳、刺網漁では、助宗、かれい、にしん
など多くの魚種が水揚げされるように
なりました。これから漁本番を迎えま
すが、皆さんの今後の安全操業と大漁
を心より祈願いたします。

　日本200海里内で操業する小型サ
ケ・マス漁が15日解禁されました。根
室地区は今年29隻の出漁を予定して
おり、内13隻が歯舞・花咲・落石の3港
から出漁しました。残りの16隻は今
後、さみだれ出漁となります。今年は
初めて漁獲量制限が撤廃されたもの
の、漁業協力金は前年よりアップし、
燃油も高騰する厳しい条件下ですが、
好漁と安全操業を願っています。

　4月に入っても思わしくない天候が
続いています。4月15日からは小型船
サケ・マス漁が解禁となりました。出漁
予定船は昨年より少なく、初日から出
漁した船も減少しています。今後順次
出漁し、5月上旬には全船出漁する予
定です。また、春定置鮭鱒も早いとこ
ろでは4月24日から網入れし、25日か
ら水揚げが始まります。春漁でも安全
操業と豊漁を願っております。

　ひだか漁協とえりも漁協で干ふのり
の入札が始まりました。えりも漁協の入
札では、不漁傾向で上場数量も少なく
1等（葉筋が細く色が黒いもの）で
k@11,000円を超え過去最高値で始ま
りました。各地では4月20日解禁の春定
置網漁に向けた網入れ準備が進んでい
ます。昨年同様、時鮭の好漁が期待され
ます。連休明けから春漁が本番を迎えま
すが、安全操業と豊漁を願っています。

　4月中旬から網入れされた春定置網
漁は、本ますの漁が薄く1尾1ｋｇ台の
サイズでｋ＠1,200～900と高値で推
移しています。水揚げが本格化するの
は連休明け以降となる見込みです。ま
た、管内の養殖ほたて貝は耳吊り作業
が始まり、今後の成長に大いに期待が
かかるところです。生産者の方々の安
全操業と大漁を祈願しています。

　4月に入っても天候が安定せず時化
の日が続いております。先日、松前に
てやりいかが10,000ケース近く水揚
げされる豊漁の日があり、浜は活気づ
きました。一方、噴火湾のほたて漁は
終盤を迎えています。いよいよ5月、こ
れから本格的な春漁のシーズンを迎
えますが、安全操業および順調な水揚
げを期待しています。

　4月に入ってから、本ますや黒かれ
いの水揚げが徐々に増えてきました。
現在は本ますと黒かれいともに一日
あたり約0.5トンから１トン程度の水揚
げとなっております。また、なまこ漁も
江差地区に加えて、4月下期より瀬棚・
大成・上ノ国の3地区で始まりました。
今後もますます浜が活気づくことを
願っています。

大漁
祈願！ 　3月末に始まったほたて稚貝の出荷

は、時化により予定より遅れ気味です。
また、貝の成長も遅く、小さめの稚貝
がやや多い傾向です。一方、各地でさ
くらますややりいかの水揚げも増え、
春漁も本格化してきました。積雪が多
い年は豊漁と言われます。雪解けで大
増水した河水の影響か、かれい類は遅
れているようですが、連休明けからの
小女子も含め、今後が期待されます。
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11ページの間違いさがしの答え

浜
で
は
、春
漁
が
本
格
的
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。救
命
胴
衣
の
絶
対
着
用
を
呼
び
か

け
、安
全
操
業
と
大
漁
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
北
見
市
　
藤
田
　
浩
二
さ
ん
　
45
歳
）

３
月
か
ら
春
定
置
が
始
ま
り
ま
し
た
。や

り
い
か
の
大
漁
に
浜
が
賑
わ
う
よ
う
願
い

ま
す
。早
く
や
り
い
か
の
刺
身
で
一
杯
や
り

た
い
で
す
ね
。

（
小
樽
市
　
宮
古
　
知
行
さ
ん
　
62
歳
）

皆様からのお便り、写真、イラスト
をお待ちしています！
次の①～③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。
①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん5月号への
感想・ご意見など

②11ページのクロスワードの答え
③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

　特集（８頁）で訪問した北るもい漁協の施設と宗谷
漁協の干貝柱工場は、どちらも素晴らしい施設でし
た。規模の大きさと、使い勝手が考えぬかれた設備
に感動し、夢中でカメラのシャッターを切りました。
　このような現場を見せていただくたびに思うのが、
「この風景そのものが感動を呼び、観光資源になる」
ということ。作業への支障や安全性の問題があるの
で、誰でもとはいきませんが、一般の方が北るもい
漁協の直売店に立ち寄った際に、宗谷へ観光に来た
際に、少しでも迫力ある水産業の風景に出会ってく
れたら、と思いました。　　　　　　　　　   （工藤）
 　先日、就職活動中の一人の大学生が私のところに
やってきました。彼は、同窓生を訪ねて職場の雰囲気
や仕事について生の声を聞くOB訪問をしているそ
うです。「なぜ、ぎょれんに就職したのですか？」、「仕
事でやりがいを感じるのはどんな時ですか？」と聞か
れ、普段の取材で「聞く側」の私にはとても新鮮でし
た。取材される方の気持ちもわかり、私自身がとても
勉強になりました。　　　　　　　　　　　 （櫻田）

編集部からのお知らせ

編集後記

〈宛先〉 5月20日までにお送りください。　
（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 総務企画部 広報担当
（ＦＡＸ） 011（242）3543
（電子メール） info@gyoren.or.jp

４
月
で
も
ま
だ
寒
い
で
す
ね
。今
年
度
も

た
く
さ
ん
魚
が
獲
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
根
室
市
　
鈴
木
　
紀
一
さ
ん
　
44
歳
）

４
月
に
入
り
、庭
の
雪
も
融
け
、新
し
い
芽

を
出
す
水
仙
、チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
。花
の
咲
く
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
昨
今
で
す
。こ
れ
か

ら
は
さ
く
ら
ま
す
漁
も
本
格
的
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。大
漁
を
期
待
し
て
い
ま
す
。ど

う
ぞ
事
故
の
無
い
よ
う
に
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

（
七
飯
町
　
清
水
　
悦
子
さ
ん
　
76
歳
）

根
室
も
15
日
か
ら
春
の
鮭
鱒
漁
が
解
禁
に

な
り
ま
す
。初
物
で
温
か
い
ご
飯
を
い
た
だ

く
。最
高
の
幸
福
で
す
よ
ね
。

（
根
室
市
　
高
橋
　
な
つ
子
さ
ん
　
55
歳
）

今
年
の
氷
下
待
網
漁
も
３
月
で
終
了
し
ま

し
た
。漁
場
は
風
連
湖
で
す
が
、オ
オ
ワ
シ
や

オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
美
し
さ
と
た
く
ま
し
さ
に
は

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で
戻

る
と
、い
つ
も
私
た
ち
を
待
っ
て
、ち
ょ
っ
と

離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
て
い
る
キ
タ
キ
ツ
ネ

は
と
て
も
可
愛
か
っ
た
で
す
。大
自
然
の
友

よ
、ま
た
来
年
会
い
ま
し
ょ
う
。

（
根
室
市
　
合
田
　
純
子
さ
ん
　
53
歳
）

今
年
は
冬
か
ら
春
に
か
け
て
低
気
圧
が
発

達
し
、爆
弾
低
気
圧
に
な
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。本
当
に
ど
う
い
う
風
が
吹
く
の
か
と

心
配
に
な
り
ま
す
。だ
け
ど
、明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
も
！
今
年
は
鱒
が
揚
が
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。家
の
網
に
も
入
ら
な
い
か

な
ぁ
。

（
島
牧
村
　
高
島
　
里
子
さ
ん
　
62
歳
）

こ
の
３
月
に
高
校
を
卒
業
し
た
息
子
が
漁

業
研
修
所
に
入
る
ま
で
、か
に
船
に
乗
り

始
め
ま
し
た
。で
も
船
酔
い
で
仕
事
に
な
り

ま
せ
ん
。こ
の
先
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。息

子
よ
、が
ん
ば
れ
!!

（
枝
幸
町
　
葛
西
　
み
ゆ
き
さ
ん
　
47
歳
）

浜
中
漁
協
の
あ
さ
り
漁
が
３
月
13
日
よ
り

二
潮
八
日
間
で
終
了
し
ま
し
た
。今
年
の

あ
さ
り
漁
は
、浅
利
ど
こ
ろ
か
薄
利
で
し

た
。一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
の
津
波
の

影
響
で
し
ょ
う
か
。来
年
こ
そ
は
。

（
浜
中
町
　
鈴
木
　
忠
昭
さ
ん
　
68
歳
）

浜
を
散
歩
し
て
い
る
と
、ふ
き
の
と
う
が

顔
を
出
し
、春
が
そ
ば
ま
で
来
て
い
る
の
を

感
じ
ま
す
。岸
壁
で
は
、ほ
た
て
、か
に
の
荷

揚
げ
で
賑
わ
い
、に
し
ん
も
大
漁
で
忙
し
い

で
す
。浜
は
活
気
が
あ
っ
て
良
い
で
す
ね
。

（
湧
別
町
　
増
山
　
喜
美
子
さ
ん
　
81
歳
）

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om
 re

aders

（社）北海道漁船海難防止・水難救済センター

オレンジベストのお父さんと 今日も大漁の 明るい我が家
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北の魚情報がぎっしり！北海道ぎょれんウェブサイト

www.gyoren.or.jp

平成25年度ぎょれん事業計画 ～後編～
組合の新施設が完成しました
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浜のおかあさん

レシピ

ひやま漁協

工藤　洋子さん

秋鮭は水気を軽く拭き取り、身に切り込みを入れ、
軽く塩・コショウを振って下味をつける。
スライスチーズをそれぞれ半分に切り、切り込み
を入れた鮭に挟む。小麦粉を薄くまぶして溶き卵
にくぐらせてからパン粉をつける。
180度に熱した油に入れ、下に向けた面がきつね
色になったらひっくりかえし、こんがり揚げる。揚
がった秋鮭フライの油をしっかりと切る。
ロールパンにサニーレタスを敷いて、秋鮭フライ
を挟む。
調味料を混ぜ、④につけて完成。

❶

❷

❸

❹

❺

・秋鮭の切り身・・・４切れ
・スライスチーズ・・・４枚
・卵・・・１個
・小麦粉・・・１カップ
・パン粉・・・２カップ
・塩・コショウ・・・適量

・サラダ油（揚げ油）・・・適量
・ロールパン・・・４個
・サニーレタス・・・２枚
〈調味料〉
・マヨネーズ・・・大さじ４
・わさびマヨネーズ・・・大さじ２
・塩・コショウ・・・少々

秋鮭のロールパン
春の行楽弁当にもぴったり！

今回は秋鮭を使った「秋鮭のロールパン」をご紹介

します。切り込みを入れた秋鮭にスライスチーズを

挟んで揚げた、ボリューム満点の一品です。揚げたて

の鮭からトロトロのチーズがあふれ出すこのフライ

は、子ども達にも大人気。また、ロールパンに挟むの

で食べやすく、行楽のお弁当にもぴったりですよ。

材料（4人分）

作り方
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